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式
典
で
田
口
知
明
市
長
は
「
昨
年

は
、元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

４
０
０
人
以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

全
壊
家
屋
が
８
千
棟
以
上
に
の
ぼ
る
甚

大
な
被
害
と
な
っ
た
。
9
月
に
は
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
現
在
も
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
数

お
り
、
復
旧
復
興
も
ま
だ
道
半
ば
。
被

災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
念
す
る
。
ま
た
、
昨
年
７
月

に
は
秋
田
県
や
山
形
県
で
大
雨
被
害
が

発
生
し
、
仙
北
市
で
は
人
的
被
害
や
建

物
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
林

道
の
一
部
崩
落
や
田
の
畦
畔
の
損
壊
な

ど
農
林
水
産
関
係
で
被
害
が
あ
っ
た
。

消
防
団
の
皆
さ
ま
に
は
危
険
が
ひ
そ
む

な
か
パ
ト
ロ
ー
ル
、
被
害
拡
大
防
止
の

活
動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
日
頃
よ
り
消
防

防
災
の
最
前
線
で
昼
夜
を
分
か
た
ず
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
危
険
を
顧
み
ず
職
務

を
遂
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
毎
年
の

よ
う
に
発
生
す
る
地
震
や
台
風
、
線
状

降
水
帯
に
よ
る
大
雨
被
害
、
夏
場
の
高

温
な
ど
の
異
常
気
象
は
、
も
は
や
特
別

で
ま
れ
な
も
の
で
は
な
く
、
常
に
自
然

災
害
の
発
生
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
域
密
着
で
活
動
し
て
い
る
消
防

団
の
存
在
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
。
仙
北
市
消
防
団
員
と
し
て
、
そ

の
結
束
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
た
だ

き
、
市
民
と
市
民
生
活
を
守
る
消
防
精

神
を
堅
持
し
、
一
層
ご
尽
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

下
田
忠
浩
仙
北
市
消
防
団
長
は
「
自

分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
決
意
の
も
と
、
自
ら
の
生
業
繁
忙

の
な
か
消
防
業
務
に
精
進
さ
れ
て
い
る

ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
い
つ
何

時
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
に
対

し
、
地
域
の
安
全
を
確
保
し
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、
な
お
一
層
の
消

防
力
の
強
化
に
励
む
所
存
で
あ
る
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
こ
の
ほ
か
、
永
年
勤
続
者

の
表
彰
や
消
防
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、
令
和
6
年
中
に
入
団
し
た
新
入
団

員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　1月6日、仙北市消防出初式が仙
北市民会館で開催され、団員や関係
者などおよそ210人が参加しまし
た。
　式典に先立ち、市民会館前の駐車
場で観閲式が行われたほか、団員
160人が力強く分列行進しました。

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

【
有
功
章
】

▼
藤
枝
誠
（
第
10
分
団
）
▼
佐
藤
泰
人

（
第
4
分
団
）
▼
門
脇
篤
美
（
第
6
分

団
）
▼
小
野
昭
巳
（
第
7
分
団
）
▼
鈴

木
浩
一
（
第
9
分
団
）
▼
仙
波
覚
（
第

10
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

▼
小
西
芳
雄
（
第
2
分
団
）
▼
佐
藤
大

（
第
7
分
団
）
▼
辻
広
勝
（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
鈴
木
泰
昌
（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
髙
橋
秀
作
（
第
8
分
団
）
▼
浅
利
寿

（
第
6
分
団
）
▼
髙
橋
英
樹
（
第
4
分

団
）
▼
武
藤
建
政
（
第
6
分
団
）
▼
草

彅
民
夫
（
第
7
分
団
）
▼
髙
橋
靖
（
第

4
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
）
▼
水
平
幹
人

（
第
10
分
団
）
▼
大
山
博
信
（
第
4
分

団
）
▼
糸
井
直
紹
（
第
10
分
団
）
▼
藤

村
隆
幸
（
第
4
分
団
）
▼
佐
藤
正
輝

（
第
5
分
団
）
▼
藤
川
信
喜
（
第
10
分

団
）
▼
戸
澤
敏
之
（
第
10
分
団
）
▼
千

葉
茂
樹
（
第
2
分
団
）
▼
真
崎
成
行

（
第
4
分
団
）
▼
芳
賀
大
樹
（
第
5
分

団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
阿
部
一
公
（
第
6
分
団
）
▼
福
井
弘

（
第
7
分
団
）
▼
黒
澤
広
志
（
第
10
分

団
）
▼
千
葉
光
一
（
第
2
分
団
）
▼
坂

本
博
美（
第
3
分
団
）▼
小
林
有
博（
第

5
分
団
）
▼
佐
藤
明
広
（
第
5
分
団
）

▼
橋
本
真
治
（
第
6
分
団
）
▼
佐
藤
敬

多
郎（
第
7
分
団
）▼
小
木
田
成
喜（
第

9
分
団
）
▼
辻
谷
栄
喜
（
第
9
分
団
）

▼
中
島
竜
臣
（
第
1
分
団
）
▼
三
浦
君

夫
（
第
3
分
団
）
▼
髙
橋
武
彦
（
第
4

分
団
）▼
田
中
樹（
第
5
分
団
）▼
佐
々

木
忠
晴（
第
5
分
団
）▼
堀
登
志
之（
第

5
分
団
）
▼
柏
谷
匡
（
第
6
分
団
）
▼

若
松
優
一
（
第
6
分
団
）
▼
髙
橋
清
嗣

（
第
8
分
団
）
▼
草
彅
伸
（
第
8
分
団
）

▼
黒
澤
仁
（
第
10
分
団
）

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤

務
）】▼

平
岡
悟
（
第
4
分
団
）
▼
齋
藤
和
美

（
第
5
分
団
））

【
功
労
章

（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長
以
上
）】

▼
齋
藤
隆
志
（
第
5
分
団
）
▼
浦
山

力
（
第
1
分
団
）
▼
大
山
博
信
（
第

4
分
団
）
▼
阿
部
幸
喜
（
第
5
分
団
）

▼
佐
々
木
道
敏
（
第
5
分
団
）
▼
佐
藤

一
也
（
第
8
分
団
）
▼
工
藤
勝
博
（
第

2
分
団
）
▼
門
脇
尚
徳
（
第
5
分
団
）

▼
林
崎
和
幸
（
第
9
分
団
）

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

▼
松
橋
佑
（
第
1
分
団
）
▼
西
宮
三

春（
団
本
部
）▼
大
石
友
子（
団
本
部
）

▼
倉
橋
薫
（
第
3
分
団
）
▼
林
崎
智
美

（
第
9
分
団
）
▼
本
田
翔
平
（
第
10
分

団
）
▼
齋
藤
美
香
（
団
本
部
）
▼
橋
本

由
佳
乃
（
団
本
部
）
▼
御
崎
春
彦
（
第

3
分
団
）
▼
地
主
貴
尋
（
第
3
分
団
）

▼
齊
藤
弥
稔
（
第
4
分
団
）
▼
西
宮
賢

（
第
5
分
団
）
▼
齋
藤
宗
徳
（
第
5
分

団
）
▼
浅
利
学
人
（
第
6
分
団
）
▼
鈴

木
恵
（
第
7
分
団
）
▼
加
賀
谷
克
（
第

7
分
団
）
▼
千
葉
崇
（
第
8
分
団
）
▼

伊
藤
満
（
第
9
分
団
）
▼
黒
澤
賢
太
郎

（
第
10
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】（
2
年
間
無
火
災
）

▼
第
2
分
団

【
優
良
分
団
】

▼
第
10
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会
規
律
訓
練
の
部
第
２

位
）
▼
第
4
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
第
3
位
）

【
感
謝
状
】

▼
前
団
長
佐
藤
乃
三
▼
前
分
団
長

安
達
政
治
▼
前
分
団
長
伊
藤
一
美

▼
前
分
団
長
藤
村
治
彦
▼
前
分
団
長

石
郷
岡
秀
雄
▼
前
副
分
団
長
戸
村
正

光
▼
前
副
分
団
長
青
柳
和
美
▼
前

副
分
団
長
渡
辺
雅
宏

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
浅
利
健
勇
（
第
1
分
団
）
▼
浅
利
孝

宏
（
第
1
分
団
）
▼
田
口
拓
弥
（
第
3

分
団
）
▼
荒
澤
勇
希
（
第
4
分
団
）
▼

菅
原
龍
哉
（
第
9
分
団
）
▼
阿
部
千
晶

（
団
本
部
）
▼
大
澤
和
樹
（
第
10
分
団
）

▼
伊
藤
広
幸
（
第
1
分
団
）
▼
堀
川
凌

（
第
1
分
団
）
▼
中
島
亮
太
（
第
1
分

団
）
▼
松
尾
勇
一
（
第
2
分
団
）
▼
新

山
良
和（
第
4
分
団
）▼
吉
村
陽
介（
第

4
分
団
）
▼
清
水
翼
（
第
4
分
団
）
▼

奥
淳
治
郎（
第
4
分
団
）▼
武
藤
慈（
第

6
分
団
）
▼
畠
山
裕
輔
（
第
6
分
団
）

▼
佐
藤
麻
美
（
第
7
分
団
）
▼
鈴
木
邦

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
／
所
属
）

尚
（
第
9
分
団
）
▼
辻
吉
広
（
第
9
分

団
）
▼
田
口
晃
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤

和
美
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤
政
一
（
第

10
分
団
）

〈秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
熊
谷
千
秋
（
第
1
分
団
）
▼
伊
藤

邦
仁
（
第
1
分
団
）
▼
千
葉
康
幸
（
第

2
分
団
）
▼
樋
口
龍
美
（
第
2
分
団
）

▼
鈴
木
匠
（
第
2
分
団
）
▼
髙
橋
良

宣
（
第
3
分
団
）
▼
畠
山
靖
（
第
3

分
団
）
▼
髙
橋
利
幸
（
第
3
分
団
）
▼

樋
口
将
志
（
第
3
分
団
）
▼
工
藤
周

（
第
4
分
団
）
▼
松
本
成
年
（
第
7
分

団
）
▼
岩
城
幸
二
（
第
7
分
団
）
▼
佐

藤
孝
太
（
第
7
分
団
）
▼
佐
々
木
桂

一
郎
（
第
8
分
団
）
▼
木
元
康
幸
（
第

8
分
団
）
▼
藤
原
直
美
（
第
9
分
団
）

▼
藤
井
大
夢
（
第
9
分
団
）
▼
辻
暁

汰
（
第
9
分
団
）
▼
髙
橋
与
志
美
（
第

10
分
団
）

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
伊
藤
和
枝
（
団
本
部
）
▼
守
屋
悦
子

（
第
3
分
団
）
▼
佐
々
木
剛
（
第
4
分

団
）
▼
門
脇
春
樹
（
第
6
分
団
）

【
優
良
団
員
】

▼
藤
枝
誠
（
第
10
分
団
）（
大
仙
仙
北

美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会
規
律
訓
練

の
部
指
揮
者
）
▼
佐
々
木
剛
（
第
4

分
団
）（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓

練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
2
番

員
）

仙北市民会館前を分列行進する様子。

下田忠浩消防団長の訓示。 式典では各章の表彰が行われました。

新入団員の紹介も行われました。

　1月6日、仙北市消防出初式が仙

仙
北
市
消
防
出
初
式

決
意
を
あ
ら
た
に
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善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

武心会 角館本部道場所属の
　　　　  高橋 凛さんが優勝

 第 28 回全東北空手道選手権大会

　11月24日、宮城県栗原市で開催された第28回
全東北空手道選手権大会 中学２年女子45kg以上の
部で高橋凛さん（西明寺中学校２年）が優勝に輝き、
１月26日に大阪府大阪市で行われる第7回W・K・
Oジャパンアスリートカップに出場が決まりました。

角館小学校金管バンド部
 ドリームハーモニーが銀賞受賞

 第 52 回マーチングバンド全国大会

　12月14日と15日、埼玉県さいたま市で「第52回マー
チングバンド全国大会」が開催され、角館小学校金管バン
ド部ドリームハーモニーが小学生の部で銀賞を受賞しまし
た。
　12月19日に市役所西木庁舎を訪れた部員の代表3人か
ら、須田教育長へ受賞を報告しました。

令和6年秋の褒章

荒 町 集 落 会

社会奉仕活動功績

昭
和
52
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
・
神
代
駅
の

清
掃
を
年
4
回
実
施
。駅
舎
の
清
掃
以
外
に
も
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

の
見
守
り
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

＜秋の叙勲＞ 令
和
6
年
秋
の
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
荒
町
集
落
会
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

緑綬褒章

国際ソロプチミスト大曲から
児童図書を寄贈いただきました
　12月23日、国際ソロプチミスト大曲から、市内の児
童クラブへ児童図書33冊（５万円相当）を寄贈いただき
ました。
　当日、市役所角館庁舎に杉田郁子会長を含む４人が訪問
され、納品された図書の確認や図書にラベルを貼る作業を
していただきました。
　同団体からは、平成30年６月から児童図書を寄贈いた
だいており、今回で５度目となります。寄贈いただいた児
童図書は、子どもたちが熱心に読んでいます。

非行防止・健全育成標語入賞作品
　仙北地区少年保護育成委員会では、非行防止・健全育成を目的に標語を募集したところ397点の作品が集まり、各
部門の入賞作品は次のとおり決定しました。※敬称略

小学校の部【優秀賞】
▶ 「だいじょうぶ？」 勇気を出して 声かけよう （澤山莉心 ・

西明寺小学校 6 年）

【優良賞】
▶一言で 深いきずなが くずれだす （三浦結人 ・ 生保内小学

校 6 年） ▶やみバイト 入って始まる あくの世界 （佐藤叶望 ・

桧木内小学校４年） ▶いい話 悪への道かも 気をつけて （齋

藤和志 ・ 桧木内小学校 6 年） ▶こんにちは 気持ちいいあい

さつ 笑顔咲く （稲田ゆい・生保内小学校５年） ▶守ろうよ ルー

ルはみんなの 幸せのため （藤原伸己 ・ 角館小学校４年） ▶考

えて 言葉や表情 その意味を （田中萌依 ・ 西明寺小学校６年）

中学校の部【優秀賞】
▶書きこんだ その一言を 見直そう （大澤あかり ・ 角館中学校

3 年）

▶気をつけて 二度と消えない その送信 （髙橋蒼哉 ・ 生保内中

学校１年）

【優良賞】
▶そのクリックが 未来の自分 左右する （浅利幸希 ・ 西明寺中

学校１年） ▶手を止めて 後悔残る その前に （佐藤心温 ・ 西明

寺中学校３年） ▶魔の手口 自分の身近に ひそんでる （佐藤伊

咲季 ・ 神代中学校２年） ▶動画より 毎日見たいの 家族の笑顔

（八柳璃空 ・ 神代中学校１年）
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師範大学附属高級中学の校門に「角館高校歓迎」の文字が飾られました。

外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け

合
同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会

12
月
23
日
、
外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け
合
同

企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会
が
市
役
所
角
館
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、

市
内
企
業
な
ど
の
６
社
が
出
展
し
ま
し
た
。

同
会
に
は
、
県
内
大
学
の
留
学
生
や
高
度
外
国
人
材
等

受
入
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
市
内
視
察
に
訪
れ
て
い
る
県
外
の

留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
展
し
た
各
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
後
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
個
別
相
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
出
展
し
た
市
内
企
業
か
ら
は
「
個
別

ブ
ー
ス
で
外
国
人
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
機
会
が

持
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
経
済
活
性
化
と
雇
用
創
出
へ

高
度
外
国
人
材
等
受
入
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
調
査
市
内
視
察

仙
北
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
優
位
性
を
活
か
し
て
、
外

国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
国
内
大
学
の
留
学
生
な
ど
の
高
度
外
国
人

材
な
ど
を
支
援
し
、
活
躍
と
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

12
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、高
度
外
国
人
材
等
受
入
モ
ニ
タ
ー

調
査
の
市
内
視
察
を
実
施
し
、
学
生
の
約
９
割
が
留
学
生
で
あ

る
新
潟
県
南
魚
沼
市
に
あ
る
国
際
大
学
の
留
学
生
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
わ
ら
び
座
で
シ
ア
タ
ー

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
て
地
元

農
家
と
の
交
流
に
加
え
、
角
館
の
武
家
屋
敷
や
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、

合
同
企
業
マ
ッ
チ

ン
グ
会
に
参
加

し
、
市
内
企
業
と

個
別
相
談
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の

ツ
ア
ー
振
り
返
り

で
は
、
参
加
者
か

ら
「
午
前
の
合
同

企
業
マ
ッ
チ
ン
グ

会
が
大
変
参
考
に

な
り
、
仙
北
市
で

の
就
職
を
検
討
し

た
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

ツ
ア
ー
振
り
返
り
後
に
記
念
撮
影
。

第
22
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
М
大
賞

大
沢
紀
仁
さ
ん
が
審
査
員
特
別
賞
受
賞

秋
田
朝
日
放
送
（
Ａ
Ａ
Ｂ
）
が
主
催
す
る
「
第
22
回
あ
き
た
ふ
る

さ
と
手
作
り
Ｃ
М
大
賞
」
で
、
仙
北
市
の
作
品
「
夢
中
に
な
れ
る
遊

び
場
、
仙
北
市
！
」
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の
魅
力
を
県
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
仙
北
市
で
は
公
募
し
た
な
か
か

ら
大
沢
紀
仁
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）
に
撮
影
や
編
集
を
依
頼
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

1
月
10
日
に
は
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
秋

田
朝
日
放
送
株
式
会
社
の
荻
原
力
取
締
役
か
ら
、
制
作
し
た
大
沢
さ

ん
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
、
田
口
市
長
へ
副
賞
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今

回
受
賞
し
た
Ｃ
М
は
副
賞
と
し
て
、
本
年
12
月
末
ま
で
50
本
の

Ｃ
М
が
Ａ
Ａ
Ｂ
に
お
い
て
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、
Ａ
Ａ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、YouTube

の
Ａ
Ａ
Ｂ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左から田口市長、大沢さん、秋田朝日放送株式会社の荻原取締役。

大沢さんが制作したＣＭ「夢中になれる遊び場、
仙北市！」はこちらからご覧いただけます。

➡

角
館
高
等
学
校
が
台
湾
高
校
生
と
国
際
交
流

師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
と

　
　
角
館
高
等
学
校
が
学
校
交
流

12
月
5
日
か

ら
8
日
ま
で
、

角
館
高
校
生
徒

７
人
が
台
湾
台

北
市
を
訪
問
し
、

師
範
大
学
附
属

高
級
中
学
（
平

成
27
年
姉
妹
校

締
結
）
の
生
徒

と
学
校
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

5
日
は
台
湾

の
生
徒
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
6
日
は
授

業
を
一
緒
に
受

け
た
ほ
か
学
校

イ
ベ
ン
ト
に
参

加
。
7
日
に
は

台
湾
の
生
徒
に
台
北
市
を
案
内
し
て
も
ら
う
な
ど
友
好
関
係
を
深

め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
が
明
け
て
か
ら
初
め
て
の
現
地
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
し
た
伊
藤
媛
音
さ
ん
は
「
最
初
は
中
国
語
が
通
じ
る
か

不
安
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
た
く
さ

ん
会
話
で
き
、授
業
も
楽
し
か
っ
た
。
ほ
ぼ
生
徒
だ
け
で
行
動
し
、

と
て
も
よ
い
経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　神代・角館・西明寺の3小学校の女子選手で
構成している J-Lio Monolies（ジェライオモノ
リース）が、12月 14・15・21・22日の 4日
にわたって開催された「さきがけ2024 第53回
秋田県ミニバスケットボール大会」で、準優勝の
成績を収めました。
　1月14日、市役所西木庁舎を訪れた選手から、
須田教育長へ大会の結果と、2月22日と23日
に青森県弘前市で開催される「第44回東北ミニ
バスケットボール交歓大会」への出場が決まった
ことが報告されました。

J-Lio Monolies（ジェライオモノリース）が準優勝

さきがけ２０２４ 第 53 回秋田県ミニバスケットボール大会

新
年
を
祝
う
書

令
和
7
年

仙
北
市
新
年
書
き
ぞ
め
展

１
月
9
日
か
ら
16
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
「
令
和
7
年
仙
北
市
新
年
書
き
ぞ
め
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か

ら
42
点
の
応
募
が
あ
り
、「
は
る
の
光
」「
花
さ

く
里
」
な
ど
学
年
別
の
課
題
を
伸
び
や
か
に
書

き
上
げ
た
作
品
を
展
示
し
、
多
く
の
来
場
者
に

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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寒
さ
の
中
で
心
身
を
鍛
え
る

実
戦
空
手
道

　
　

武
心
会
の
寒
稽
古

１
月
12
日
、
実
戦
空
手
道
武
心
会
（
湯
澤

浩
一
師
範
）
の
寒
稽
古
が
行
わ
れ
、
県
内
各

道
場
の
門
下
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
角
館
武
道
館
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
神
明
社
へ
移
動
。
社
殿
前
で
の
奉
納
稽
古

で
は
「
せ
い
っ
」
と
気
迫
の
こ
も
っ
た
突
き

や
受
け
な
ど
の
基
本
練
習
に
取
り
組
み
、
武

道
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
お
祓
い
で
は
、
今
年
１
年
の
安
全
と
試

合
で
の
健
闘
を
祈
願
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
の
活
動
に
つ
い
て

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

12
月
18
日
、
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
が
市

役
所
角
館
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て

46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
各
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
で
現
在
活
動
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
鐘
偉
倫

さ
ん
、中
山
里
沙
さ
ん
、岩
見
谷
慎
太
郎
さ
ん
、佐
藤
成
真
さ
ん
、

溝
口
真
矢
さ
ん
の
５
人
で
す
。

報
告
会
で
は
、
隊
員
か
ら
応
募
の
き
っ
か
け
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
内
容
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
興

味
や
理
解
が
深
ま
り
、
隊
員

に
と
っ
て
も
多
く
の
方
に
直

接
伝
え
る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

現
時
点
で
、
５
人
の
隊
員

全
員
が
任
期
を
終
え
た
後
も

仙
北
市
に
残
る
意
向
で
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い

展
望
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
に
幕

最
後
の
田
沢
地
区

　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

12
月
15
日
、
田
沢
地
区
で
恒
例

行
事
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
田

沢
地
区
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

が
、
田
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
っ
て
続
く
演
芸
会
で

す
。
感
染
症
の
影
響
な
ど
か
ら
、

5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
田
沢
地
区
の
少
子
高
齢
化
、

住
民
の
減
少
に
よ
り
、
実
行
委
員

や
出
演
者
の
確
保
が
難
し
く
、
今

後
の
継
続
が
難
し
い
も
の
と
判
断

し
、
こ
の
演
芸
会
が
最
後
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

高
橋
孝
行
実
行
委
員
長
は
、「
こ

れ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
先
輩
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
こ
れ
ま
で
の
長
い

歴
史
に
幕
が
お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨
は
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
の
ほ
か
に
、

収
益
や
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
な
ど

で
集
ま
っ
た
お
金
を
寄
付
す
る
活

動
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大

震
災
時
の
被
災
地
な
ど
に
義
援
金

と
し
て
寄
付
し
た
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ざ
わ
村
な
ど

に
寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
最
後
の
開
催
で
集
め

ら
れ
た
募
金
や
こ
れ
ま
で
の
繰
越

金
な
ど
か
ら
、
令
和
６
年
元
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
へ
義
援
金
と
し
て
贈
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

資
源
回
収
活
動
の
収
益
金

生
保
内
中
学
校
生
徒
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
車
い
す
贈
呈

12
月
23
日
、
生
保
内
中
学
校
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
田
沢

の
郷
」
へ
車
い
す
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
中
学
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
呼
び
か
け
、
全
校
生
徒

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源

回
収
活
動
の
収
益
金
を
地
域
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
す
る

も
の
で
、
10
月
に
引
き
続
き
今
年
度
2
台
目
と
な
る
車
い
す
の
贈
呈

と
な
り
ま
し
た
。

田
沢
の
郷
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、
全
校
生
徒
を
代
表
し
て
Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
の
三
浦
瑠
華
さ
ん
と
髙
田
芽
衣
さ
ん
が
出
席
し
、「
５
月
か

ら
資
源
回
収
を
始
め
10
月
に
車
い
す
1
台
目
、
12
月
に
2
台
目
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
全
校
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
」

と
話
し
、
同
施
設

の
高
橋
施
設
長
と

太
田
事
務
長
へ
車

い
す
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。受
け
取
っ

た
高
橋
施
設
長
は
、

「
施
設
の
た
め
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み

を
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
が

市
内
の
子
ど
も
へ
向
け
て
支
援

一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
で
は
、
令
和
6
年
度
か
ら

新
規
事
業
と
し
て
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
に
、
角
館
こ
ど
も
園
へ
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ

ン
セ
ッ
ト
1
歳
児
・
2
歳
児
用
各
2
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

子ども食堂に設置された手洗い器。

角館こども園へ寄贈されたままごとキッチンセット。

ま
た
、子
ど
も
食
堂（
食

彩
舞
桜
）
へ
ラ
ン
ド
セ
ル

な
ど
の
物
置
棚
と
し
て
シ

ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
4
段
の
ほ

か
、
従
来
設
置
さ
れ
て
い

た
手
洗
い
器
よ
り
大
き
い

サ
イ
ズ
の
手
洗
い
器
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

同
法
人
で
は
、
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
・
孤
食
へ
の
対
応
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援

を
行
う
予
定
で
す
。

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から 炭俵製作の伝承へ
角館の火振りかまくら

毎
年
２
月
14
日
に
行
わ
れ
る
小
正
月
行
事
「
角
館
の

火
振
り
か
ま
く
ら
」
で
使
わ
れ
る
炭
俵
を
編
む
職
人
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

火
振
り
か
ま
く
ら
で
は
炭
俵
を
約
１
５
０
０
個
使
用

し
ま
す
が
、
現
在
、
仙
北
市
内
で
炭
俵
を
作
っ
て
い
る

方
は
２
人
。
そ
の
う
ち
の
１
人
、
鈴
木
廣
さ
ん
（
田
沢

湖
生
保
内
）
は
年
間
で
６
０
０
個
か
ら
７
０
０
個
ほ
ど

の
炭
俵
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
炭
俵
製
作
者
を
増
や
し
、
技
術
の
継
承
や
継

続
的
な
生
産
性

を
目
指
し
て
、

１
月
21
日
に
角

館
交
流
セ
ン

タ
ー
で
鈴
木
さ

ん
の
実
演
、
手

順
の
説
明
の
ほ

か
、
参
加
者
の

体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
は
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

➡
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147月のマイナンバーカードの時間外交付日 ( 要予約）は 19５日 日 詳細はこちらから→・▼ 2

こ
の
奨
学
資
金
は
、
仙
北
市
の
将

来
を
担
う
学
生
・
生
徒
の
向
学
の
志

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
為
な

人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
の
制
度
で

す
。ま

た
、
仙
北
市
で
は
若
年
層
の
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
へ
の
居

住
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
の

各
年
度
の
償
還
金
に
つ
い
て
、
全
部

ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る「
ゲ
ッ
ト

バ
ッ
ク
推
進
仙
北
市
育
英
奨
学
資
金

補
助
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

▼

保
護
者
が
現
に
仙
北
市
に
住
所
が

あ
る
方

▼

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

▼

心
身
共
に
健
康
で
学
業
成
績
優
秀

な
方

▼

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
方

※
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
願
・
併
用
で
き

ま
す
。

●
貸
与
限
度
額（
月
額
）／

▼

大
学（
短
大
、
専
門
学
校
、
大
学
院

含
む
）…
４
万
円
以
内

▼

高
校
…
２
万
円
以
内

●
貸
与
期
間
／
令
和
７
年
４
月
か
ら

卒
業
の
月
ま
で

●
提
出
書
類
／

①
奨
学
資
金
奨
学
生
申
請
書（
様
式

第
１
号
）

②
合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
、
在
学

を
証
明
で
き
る
書
類（
各
学
校
指

定
様
式
）

③
住
民
票（
世
帯
全
員
が
つ
い
た
も

の
で
、
本
籍
と
筆
頭
者
・
世
帯
主

と
続
柄
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

④
市
県
民
税
世
帯
証
明
書（
世
帯
全

員
の
前
年
度
の
所
得
を
証
明
で
き

る
書
類
）

⑤
仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
奨
学
生
推

薦
書（
様
式
第
２
号
）

⑥
学
業
成
績
証
明
書（
様
式
第
３
号
）

⑦
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書（
滞

納
な
し
証
明
）

※
貸
与
決
定
後
、
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証

明
書

●
申
請
書
類
請
求
先
／
仙
北
市
教
育

委
員
会（
西
木
庁
舎
２
階
）、
田
沢

湖
・
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出

張
所

※
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」か
ら
も
印
刷
で
き
ま

す
。

●
申
込
期
間
／
２
月
３
日
㈪
～
３
月

31
日
㈪
ま
で

●
提
出
先
／
仙
北
市
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課（
西
木
庁
舎
２
階
）

※
申
請
の
際
に
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
連
絡
の
う
え
、
必
ず
本
人
が
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
１

育
英
会
募
集
要
項
は

こ
ち
ら
→

ゲ
ッ
ト
バ
ッ
ク
推
進

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金

補
助
事
業
は
こ
ち
ら
→

仙北市の冬まつり～冬を楽しもう～
小正月行事や雪まつりなど、仙北市の冬まつりを紹介します

➊

➋

➌➍

➎

➏

➊田沢湖高原雪まつり

2月15日㈯・16日㈰
10:00～ 20:00
16日は 15:00まで
たざわ湖スキー場特設会場
仙北市田沢湖観光情報センター
「フォレイク」☎43-2111

日
時

場
問

➋なろか

2月12日㈬
18:30～
田沢湖庁舎前駐車場
なろか保存会☎43-1115

日
時
場
問

➌白岩城址燈火祭

2月8日㈯
17:00～ 20:00

主会場：白岩平城
～白岩村おこし～プロジェクトS
下田（事務局長）☎53-2485

日
時

場
問

➍角館の火振りかまくら

2月14日㈮
18:00～ 20:00
角館町内各所
仙北市観光情報センター
「角館駅前蔵」☎54-2700

日
時
場
問

➎中里のカンデッコあげ

2月12日㈬
17:30頃～
西木町桧木内字中里
西木観光案内所☎42-8480

日
時
場
問

➏上桧木内の紙風船上げ

2月10日㈪
15:00～
18:00一斉打ち上げ

西木町紙風船広場
西木観光案内所☎42-8480

日
時

場
問

20:00最終打上げ

　市内には、無病息災や五穀豊穣、家内安全
など1年の無事を祈願する小正月行事がたくさ
んあります。どれも古くから継承されており、
そこに暮らす人々とのふれあいや地域の祈り、
雪と炎が織りなす幻想的な雰囲気をあじわうこ
とができます。また、観光客なども参加できる
イベントなどもあります。
　令和7年は次のとおり6つの冬まつりの開催
が予定されています。（1月20日現在）

〈田沢湖地区〉

〈田沢湖地区〉

〈角館地区〉

〈角館地区〉

〈西木地区〉 〈西木地区〉

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
、
学

用
品
・
通
学
用
品
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る

制
度
で
す
。

●
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
／

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▼
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
を
対
象
と
し

た
申
請
年
度
の
前
年
中
の
収
入
と
保
護
基
準

額
を
比
較
し
た
結
果
が
、
生
活
保
護
に
準
じ
る

程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
教
育
委
員
会
が
認

定
し
た
方

▼
家
庭
事
情
の
変
動
に
よ
り
世
帯
全
体
の
所
得

が
著
し
く
減
少
す
る
な
ど
、
就
学
援
助
の
必
要

が
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

●
援
助
の
内
容
／
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、

新
入
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
体
育
実
技

用
具
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
医
療
費

（
学
校
か
ら
治
療
の
指
示
を
受
け
た
学
校
保
健

安
全
法
で
定
め
る
疾
病
の
費
用
）、生
徒
会
費
、

P
T
A
会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費

●
申
請
方
法
／
申
請
書
類
は
学
校
教
育
課（
西

木
庁
舎
２
階
）、
各
小
・
中
学
校
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

▼
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
新
規
に
申
し
込
む
方
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を

伺
う
た
め
面
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
に
は
後
日
個
別

に
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
／
令
和
７
年
度
申
請
開
始
は
２
月

17
日
㈪
～
３
月
17
日
㈪（
締
め
切
り
後
も
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
）

※
令
和
７
年
度
の
新
１
年
生
で
、
新
入
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２
月
28
日
㈮

ま
で
。

※
継
続
し
て
就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
で
も
、
毎
年

度
、
申
請
が
必
要
で
す
。

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ【

問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
2

小
・
中
学
生
進
学
時
お
よ
び
高
校
生
進
級
時
支
援
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
仙
北
市
出
身
の
草
彅
正
利
様
か

ら
申
し
出
が
あ
り
、
１
１
２
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し
て【
若
鮎
応

援
プ
ラ
ン
祝
金
事
業
】を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
生
活
困
窮
世
帯
に
卒
業
祝
金
と
し
て
小

学
校
６
年
生
に
２
万
円
、
中
学
校
３
年
生
に
４
万
円
、

進
級
祝
金
と
し
て
高
校
１
年
生
お
よ
び
２
年
生
に

２
万
円
を
支
給
し
、
進
学
準
備
な
ど
に
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
家

庭
に
は
１
月
下
旬
を
目
処
に
申
請
方
法
の
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
草
彅
様
か
ら
は
、
今
後
も
ご
寄
付

を
継
続
し
た
い
と
の
意
向
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ
の
事
業
を
通
じ

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

若
鮎
応
援
プ
ラ
ン
祝
金
事
業
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
2

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→ 18:30頃～雪中ささら舞い
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】田
沢
湖
図
書
館
☎（
43
）１
３
０
７

田
沢
湖
図
書
館
か
ら
企
画
展
示
の
お
知
ら
せ

仙
北
市
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と
健

康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン
と
２
０
１
９
年

に
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
田

沢
湖
図
書
館
で
は
、
昨
年
度
の
温
浴
効

果
と
生
薬
の
展
示
に
続
き
、
今
年
度
も

バ
ス
ク
リ
ン
の
協
力
で「
温
泉
成
分
」

を
テ
ー
マ
に
本
と
関
連
資
料（
別
府
温

泉
の
ク
レ
イ
な
ど
）の
展
示
を
行
い
ま

す
。展

示
を
ご
覧
に
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
入
浴
剤

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

●
期
間
／
2
月
1
日
㈯
～
3
月
16
日
㈰

（
休
館
日
は
田
沢
湖
図
書
館
と
同
じ
）

●
展
示
協
力
／
株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン

●
場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
1
階
閲
覧
室

❶
バ
ス
ク
リ
ン
展
示
協
力

日
本
の
名
湯
in
田
沢
湖
図
書
館

➋
絵
本
で
読
む

　
動
物
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
展

世
界
各
地
の
民
話
や
お
と
ぎ
話
を
、
マ

ル
チ
ス
ピ
ー
シ
ー
ズ
の
視
点
で
読
み
直
す

絵
本
の
展
示
の
第
2
弾
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は『
動
物
の
ト
リ
ッ
ク
ス

タ
ー
』、
約
30
冊
の
絵
本
を
展
示
し
ま
す
。

3
月
1
日
㈯
に
は
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
／
2
月
1
日
㈯
～
3
月
16
日
㈰（
休

館
日
は
田
沢
湖
図
書
館
と
同
じ
）

●
展
示
協
力
／
お
と
ぎ
話
文
化
研
究
所

所
長

村
井
ま
や
子
さ
ん

●
場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
1
階
閲
覧
室

●
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／

「
動
物
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
が
持
つ
力
」

事
前
に
展
示
絵
本
を
読
み
ま
す
。
当
日

は
他
の
参
加
者
と
自
分
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
本
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
が
き
大
の

紹
介
ポ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
講
師
は
お

と
ぎ
話
文
化
研
究
所
の
村
井
ま
や
子
さ
ん

で
す
。

●
日
時
／
3
月
1
日
㈯
14
時
～
16
時

●
場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
2
階
会
議
室

●
定
員
／
8
人（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

仙
北
市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
使
用
人
数
に
よ
り

使
用
料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

使
用
人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合（
出

生
・
死
亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
な
ど
）は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
最
寄
り
の
市
役
所

各
庁
舎
・
出
張
所
で
、
速
や
か
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
・
入
院
な
ど
で

長
期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

上
下
水
道
課
か
ら
浄
化
槽
に
関
す
る
お
知
ら
せ

仙
北
市
で
は
、
生
活
雑
排
水
対
策
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
設
置
が
容
易
な
合
併
処

理
浄
化
槽（
個
人
設
置
型
）の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
な
ど
の
予
定

が
な
い
区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽（
生
活

雑
排
水
と
し
尿
を
処
理
）を
設
置
す
る
方

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

設
置
後
の
維
持
管
理
は
自
己
負
担
で
行

い
、
分
担
金
と
毎
月
の
使
用
料
は
発
生
し

ま
せ
ん
。
設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
上

下
水
道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
状
況
に
よ

り
、
年
度
途
中
で
事
業
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
６

❶
令
和
７
年
度
中
に
浄
化
槽
設
置
を

予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

➋
市
町
村
型
浄
化
槽
を

設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

●日程／２月8日㈯　モーグル予選・決勝
9日㈰　デュアルモーグル予選・決勝

●会場／たざわ湖スキー場黒森山モーグルコース
問フリースタイルスキー秋田 ･ 田沢湖モーグル競技

会実行委員会事務局（ スポーツ振興課内）

河
正
雄（
ハ
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）氏
は
小
・

中
学
校
時
代
を
仙
北
市（
旧
田
沢
湖
町
）

で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
多
数
の

図
書
や
芸
術
作
品
を
田
沢
湖
図
書
館
や
平

福
記
念
美
術
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
数
あ
る
作
品
を
今
回
展
示

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
長
い
時
間
を
か
け

て
蒐
し
ゅ
う
し
ゅ
う
集
さ
れ
た
絵
画
、
書
な
ど
の
作
品

を
通
し
て
河
氏
が
多
く
の
方
々
に
向
け
た

「
報
恩
」と「
祈
り
」の
世
界
を
ぜ
ひ
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
２
月
21
日
㈮
～
３
月
30
日
㈰

●
同
時
開
催
／
常
設
展
示
▼

平
福
穂
庵
・

百
穂
展（
第
1
展
示
室
）

●
開
館
時
間
／
9
時
～
16
時
30
分（
入
館

は
16
時
ま
で
）

●
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日　
　

●
観
覧
料
／
▼

大
人
５
０
０
円（
高
校
生

以
上
）
▼

小
人
３
０
０
円（
中
学
生
以

下
）、
仙
北
市
民
は
無
料

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
２
月
１
日
よ

り
、
桃
の
節
句
に
ち
な
ん
だ「
角
館
の
ひ

な
人
形
展
」を
開
催
し
ま
す
。
享
保
雛
・

古
今
雛
と
い
っ
た
古
雛
を
は
じ
め
、
押
絵

雛
・
土
人
形
な
ど
の
お
ひ
な
様
を
展
示
し

ま
す
。

●
会
期
／
２
月
１
日
㈯
～
３
月
30
日
㈰

※
会
期
中
無
休

●
開
館
時
間
／
９
時
～
16
時
30
分（
入
館

は
16
時
ま
で
）

●
観
覧
料
／
▼

大
人
５
０
０
円（
高
校
生

以
上
）
▼

小
人
３
０
０
円（
中
学
生
以

下
）、
仙
北
市
民
は
無
料（
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
）　

【
問
合
せ
】角
館
樺
細
工
伝
承
館
☎（
54
）１
７
０
０

企
画
展
角
館
の
ひ
な
人
形
展

昨
年
、
雪
不
足
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
秋

田
・
田
沢
湖
モ
ー
グ
ル
競
技
会
が
、
た
ざ

わ
湖
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
活
躍
し
て
い
る
堀

島
行
真
選
手
や
川
村
あ
ん
り
選
手
も
出
場

し
て
い
た
大
会
で
す
。
将
来
、
国
際
大
会

で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
が
多
数
出
場

予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

市
内
外
で
芸
術
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
作
品
が
一
堂
に
集
ま
る「
第
13
回
仙

北
市
総
合
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

絵
画
、
書
、
写
真
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
見
応
え
の
あ
る
美

術
展
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
2
月
1
日
㈯
～
13
日
㈭（
会
期

中
は
無
休
）

●
開
館
時
間
／
9
時
～
16
時
30
分（
入
館

は
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

●
入
館
料
／
2
５
０
円（
仙
北
市
民
、

中
学
生
以
下
の
方
、出
品
者
は
無
料
）

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
／

2
月
１
日
㈯
10
時

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
３

第
13
回
仙
北
市
総
合
美
術
展

【
問
合
せ
】平
福
記
念
美
術
館
☎（
54
）３
８
８
８

「
祈
り
の
美
術
河
正
雄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
報
恩
展
」開
催

2
0
2
5
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
秋
田･

田
沢
湖

モ
ー
グ
ル
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

【
問
合
せ
】ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
９
０

好
評
開
催
中
の「
没
後
一
年

追
悼
西

木
正
明
展
」（
会
期
3
月
19
日
ま
で
）で
は
、

ご
遺
族
か
ら
頂
戴
し
た
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
ご
子
息
の
鈴
木
絢（
す
ず
き
・

じ
ゅ
ん
）氏
を
お
迎
え
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

作
家
と
し
て
の
西
木
正
明
氏
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
と
し
て
の
思
い
出
な
ど

も
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
22
日
㈯
14
時
30
分
～（
1

時
間
程
度
）

●
場
所
／
新
潮
社
記
念
文
学
館

●
定
員
／
20
人
程
度（
仙
北
市
民
は
無
料
）

●
申
込
方
法
／
窓
口
ま
た
は
電
話

【
問
合
せ
】新
潮
社
記
念
文
学
館
☎（
43
）３
３
３
３

没
後
一
年
追
悼
西
木
正
明
展
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

チェック
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課
消
費
生
活
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
３

と
も
す
け
共
済（
交
通
災
害
等
共
済
）加
入
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　
郵
便
局
、金
融
機
関
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

昨
年
の「
広
報
せ
ん
ぼ
く
10
月
号
」で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
加
入
申
し

込
み
は
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
便
局
や
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
は
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
市
役
所
や
出
張
所
で
は
加
入
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間
と
加
入
申
し
込
み
が
で
き

る
と
こ
ろ
／

▼

2
月
～
7
月
…
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼

8
月
～
12
月
…
郵
便
局
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

▼

翌
年
1
月
…
郵
便
局

●
共
済
期
間
／
令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合

は
、
翌
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

交
通
災
害
共
済  

年
間
掛
金
３
０
０
円

道
路
上
で
自
動
車
・
バ
イ
ク
を
運
転

中
に
衝
突
し
た
、
自
転
車
で
転
倒
し
た
、

歩
行
中
に
自
動
車
に
ひ
か
れ
た
、
な
ど

と
い
っ
た
事
故
に
あ
っ
た
と
き
。

▼

死
亡
／
１
０
０
万
円
▼

入
院
１
日
／

２
０
０
０
円
▼

通
院
／
１
日
８
０
０
円

不
慮
の
災
害
共
済  

年
間
掛
金
７
０
０

円
作
業
中
の
事
故
、
道
路
上
で
な
い
と

こ
ろ
で
の
自
動
車
な
ど
に
よ
る
事
故
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
の

事
故
、地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
っ

た
と
き
。

▼

死
亡
／
60
万
円
▼

入
院
１
日
／

１
１
０
０
円（
※
通
院
は
対
象
外
）

市営住宅の入居者を募集します 【問合せ】建設課管理係（角館庁舎）☎43-2294

地区 住宅名 住所 規格 階数 月額家賃（ 所得額による ） 月額駐車料金

角館

菅沢住宅1-12
（築46年） 菅沢46-2 ２LDK ３階建３階 15,100円から なし

さくらぎの里 D-1-3
（築27年）

雲然荒屋敷
409 3LDK 2階建 20,600円から あり

（使用料あり）

田沢湖

公園南団地2-1
（築39年）

生保内字武蔵野
105-895 2LDK 3階建２階 20,900円から あり

公園南１号団地 B-2
（築17年）

生保内字武蔵野
105-1058 3LDK 1階建 22,800円から あり

西木

ﾆｭｰﾀｳﾝ塚野腰8- 東
（築24年）

小渕野字中関
1-1 ３LDK 2階建 18,300円から あり

（使用料あり）

松葉住宅 東 -201
（築18年）

桧木内字松葉
278-2 ２LDK ２階建2階 35,000円 あり

（使用料あり）

松葉住宅 西 -201、202
（築18年）

桧木内字松葉
247-3 ２LDK ２階建２階 35,000円 あり

（使用料あり）
※月額家賃の3か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用していただきます。
※申込は1世帯1戸限りです。

●募集住宅

●
募
集
期
間
／
2
月
12
日
㈬
～
27
日
㈭

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件
に
す
べ

て
当
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方

そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。
松
葉
住

宅
は
所
得
制
限
な
し
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

方
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
あ
る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い（
昭
和
39
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
松
葉
住
宅
の
月
額
家
賃
に
つ
い
て
は
定
額
と
な
り
ま

す
。（
所
得
制
限
な
し
）

※
入
居
申
込
み
希
望
の
方
は
事
前
に
建
設
課
管
理
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／
建
設
課（
角
館

庁
舎
）、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
令
和
6
年
度
市
県
民
税
課

税
証
明
書
各
１
通（
所
得
・
控
除
・
年
税
額
の

記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
１
通（
省

略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻
予
定
者
な
ど
は
各

１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給
証
明
書
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
１
通（
単
身
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ
れ
ま
す（
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査
の
う

え
、
公
開
抽
選（
申
込
人
に
よ
る
く
じ
引
き
）を
行

い
ま
す
。

▼
抽
選
日
時
／
3
月
7
日
㈮
14
時

▼
抽
選
場
所
／
角
館
庁
舎
2
階
２
０
１
・
2
０
2
会
議
室

●
入
居
時
期
／
3
月
12
日
㈬
か
ら

●
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係
☎
43ｰ

２
２
９
４

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
５
５

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金（
追
加
分
）」と

「
灯
油
購
入
費
緊
急
助
成
」を
実
施
し
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の

影
響
が
大
き
い
低
所
得
者
世
帯（
令
和
６
年

度
市
民
税
非
課
税
世
帯
）に
対
し
、
１
世
帯

あ
た
り
３
万
円
、ま
た
子
ど
も
加
算
と
し
て
、

同
世
帯
に
お
い
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
以

下
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円（
市
民
税

均
等
割
課
税
者
の
被
扶
養
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
除
く
）、
灯
油
購
入
費
緊
急
助

成
と
し
て
１
世
帯
あ
た
り
６
千
円
を
給
付
し

ま
す
。

●
対
象
世
帯
／
令
和
６
年
12
月
13
日（
基
準

日
）に
お
い
て
仙
北
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

①
令
和
６
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

②
令
和
6
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
お
い

て
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
。

※
た
だ
し
、
３
万
円
、
子
ど
も
加
算
の
給
付
は
、

市
民
税
均
等
割
課
税
者
の
被
扶
養
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
額
／

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金（
追
加
分
）

▼

対
象
世
帯
①
に
該
当
と
な
る
世
帯
／
１

世
帯
あ
た
り
3
万
円

▼

対
象
世
帯
②
に
該
当
と
な
る
世
帯
／
18

歳
以
下
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
2
万
円

灯
油
購
入
費
緊
急
助
成

▼

対
象
世
帯
①
に
該
当
と
な
る
世
帯
／
１

世
帯
あ
た
り
６
千
円

●
申
請
方
法
／

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
仙
北
市
か
ら
書

類（
薄
き
み
ど
り
色
の
A
4
封
筒
）を
１
月

17
日
㈮
に
す
で
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

▼

前
回
ま
た
は
前
年
度
給
付
金
の
給
付
を
受

け
た
世
帯
は
、
前
回
ま
た
は
前
年
度
の
給

付
口
座
へ
直
接
振
込
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。

▼

前
回
ま
た
は
前
年
度
給
付
金
の
給
付
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
へ
は
、
確
認
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
記
入
の
う
え
、
返
信
用
封

筒
で
返
送
く
だ
さ
い
。

●
振
込
開
始
予
定
日
／
申
請
不
要
の
世
帯
へ

は
2
月
6
日
㈭
か
ら
。
確
認
書
、
申
請
書

を
提
出
の
世
帯
は
、
書
類
返
送
後
に
順
次

振
込
を
行
い
ま
す
。

●
申
請
書
の
提
出
期
限
／
3
月
14
日
㈮
ま
で

●
そ
の
他
／

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て

い
る
方
で
、
仙
北
市
に
住
民
票
を
異
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
所
定
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
仙
北
市
か
ら
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

本
件
を
装
っ
た「
特
殊
詐
欺
」や「
個
人

情
報
」「
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」「
暗

証
番
号
」の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

仙
北
市
職
員
な
ど
が
現
金
自
動
預
払

機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
て
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
購
入
を
求
め
る
こ
と
、
給
付

の
た
め
に
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い

た
ら
、
仙
北
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
最
寄

り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ともすけ共済の共済金請求
※秋田県市町村総合事務組合
（Graffer スマート申請）→

ともすけ共済の申し込み
※秋田県市町村総合事務組合
（Graffer スマート申請）→
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
５

新
し
い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

４
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
、
新
し

い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の「
戸
別
受

信
機
」に
つ
い
て
、
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
方
々
に
次
の
日
程
に
よ
り
配
布
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
自
分
の
地
域
で
の
配
布
日
に

都
合
が
悪
い
場
合
は
、
総
合
防
災
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
配
布
会
の
日
時
・
場
所
／

生
保
内
、
田
沢
地
区
の
方

▼

２
月
13
日
㈭
10
時
～

▼

田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

西
木
町
、
神
代
地
区
の
方

▼

２
月
14
日
㈮
10
時
～

▼

西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室

角
館
地
区
の
方

▼

２
月
18
日
㈫
10
時
～

▼

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室

❶
新
し
い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

「
戸
別
受
信
機
」貸
与
配
布
会
を
開
催
し
ま
す

➋
新
し
い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

「
戸
別
受
信
機
」を
貸
し
出
し
ま
す（
二
次

申
し
込
み
）

現
在
の
防
災
無
線
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
の
放
送
を
時
報
も
含
め
、
４
月

か
ら
廃
止
し
、
市
が
発
信
す
る
災
害
情
報

な
ど
は
L
I
N
E（
ラ
イ
ン
）ア
プ
リ
や

安
全
安
心
メ
ー
ル
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話（
ガ
ラ

ケ
ー
）お
よ
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
同
居

す
る
家
族
が
誰
も
持
っ
て
い
な
い
世
帯
に

安
全
安
心
メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

仙
北
市
公
式
L
I
N
E
の「
友
だ
ち
追

加
」に
つ
い
て

L
I
N
E
を
ご
利
用
の
方
は
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
ID
検
索「@

city.
sem

boku

」よ
り
、「
友
だ
ち
追
加
」を
お

願
い
し
ま
す
。

は
、
災
害
情
報
な
ど
を
届
け
る
た
め
に
戸

別
受
信
機
を
貸
与
し
ま
す
。
二
次
申
し
込

み
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
申

込
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
お
持
ち
で
仙

北
市
公
式
L
I
N
E
や
安
全
安
心
メ
ー

ル
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
災
害
情

報
取
得
の
た
め
、
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
申
込
期
間
／
２
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

●
申
込
窓
口
／
田
沢
湖
庁
舎
総
合
防
災

課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所

安
全
安
心
メ
ー
ル
の

　
　
　
登
録
は
こ
ち
ら
→

L
I
N
E
の
友
だ
ち

　
　
　
登
録
は
こ
ち
ら
→

令
和
６
年
度
第
２
回
仙
北
市
総
合
政
策
審
議

会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
審

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
来
場
の
際
に
、
傍
聴
者
の
氏
名
を
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
14
日
㈮
14
時
～
16
時
頃
ま
で

●
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
３
階
第
１

会
議
室

●
内
容
／

①
仙
北
市
行
財
政
改
革
関
係
に
係
る
各
種
報
告

②
仙
北
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
２

令
和
６
年
度
第
２
回
仙
北
市
総
合
政
策
審
議
会
の開

催
に
つ
い
て

好
評
を
得
た「
烏
帽
子
於
也
」の
続
編

で
す
。

講
師
は
、
仙
北
市
角
館
町
文
化
財
保
護

協
会
の
中
田
達
男
会
長
で
す
。

市
指
定
文
化
財「
烏
帽
子
於
也
」は
、

郷
校
弘
道
書
院
の
教
授
で
、
そ
の
後
、
久

保
田
藩
の
明
徳
館
詰
役
に
な
っ
た
須
藤
半

五
郎（
生
家
は
武
家
屋
敷
松
本
家
）が
著

作
し
た
寺
子
屋
の
教
科
書
で
す
。
日
常

の
知
識
を
教
え
る
百
科
事
典
的
要
素
を
持

ち
、
読
み
進
む
と
当
時
の
町
の
様
子
が
浮

か
ん
で
く
る
場
面
も
あ
り
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
前
申
し
込
み
と
し
ま
す
の
で
、
受
講

希
望
の
方
は
文
化
財
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
日
時
／
２
月
21
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
２
階

２
０
１・２
０
２
会
議
室

●
事
前
申
込
の
受
付
日
／
２
月
３
日
㈪
～

２
月
14
日
㈮（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）

8
時
30
分
～
17
時
15
分

●
募
集
人
数
／
先
着
30
人

●
連
絡
先
／
文
化
財
課

【
問
合
せ
】文
化
財
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
４

第
2
回
文
化
財
講
習
会

「
烏え
ぼ
し
お
や

帽
子
於
也
を
楽
し
む
④
～
外
町
を
た
ど
る
～
」

今
回
は
13
団
体
が
、
お
や
ま
囃

子
や
手
踊
り
な
ど
日
頃
の
練
習
成

果
を
披
露
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
▼
２
月
11
日（
火
曜
日
・

祝
日
）▼
開
場
９
時
▼
開
会
９
時

20
分
▼
開
演
９
時
40
分
▼
閉
会

14
時
40
分

※
出
演
団
体
や
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料
／
無
料

【
問
合
せ
】文
化
財
課
内��

角
館
の
お
祭
り
保
存
会
事
務
局
☎（
43
）３
3
８
4

第
28
回
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た「
フ
レ
イ

ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
２
」を
開
催
し
ま
す
。

物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
、
運
動
不
足
だ
な
、

と
感
じ
て
い
る
方
に
お
勧
め
で
す
。
み
ん
な

で
動
い
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て
体
も
頭
も
ス
ッ

キ
リ
し
ま
し
ょ
う
！

※
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
軽
い
運
動
と
認
知
機
能（
計

算
や
し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
こ
と
で
す
。
軽
い
運
動
と
計
算
な

ど
２
つ
の
課
題
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
認
知
機

能
の
低
下
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
！

●
対
象
者
／
65
歳
以
上
85
歳
以
下
の
人

●
定
員
／
40
人
（
先
着
順
）

※
申
込
し
な
い
で
会
場
に
来
た
方
は
お
断
り
し
ま
す
。

●
申
込
締
切
／
２
月
27
日
㈭

●
講
師
／
秋
田
大
学
教
員
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
☆
」
の
皆
さ
ま

●
内
容
／
講
師
に
よ
る
講
義
と
運
動

●
日
程
／
下
の
表
の
と
お
り

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

フ
レ
イ
ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
２

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
体
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ
！

日程 講師

①3月6日㈭ 看護学講座
助教 藤田 智恵 氏

②3月13日㈭ 理学療法学講座准教授 上村 佐知子 氏

③3月18日㈫ 作業療法学講座助教 津軽谷 恵 氏

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
地
域
住
民

へ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
な
ど
を
行

い
、
仙
北
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し

て
く
だ
さ
る
方
々
で
、
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
非
常
勤
公
務
員
で
す
。
現
在
、

仙
北
市
で
は
17
人
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
に
深
い
関
心
と
理
解
が
あ
り
、
職

務
内
容
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
め

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
に
興
味
が

あ
る
方
は
、
お
話
を
聞
く
だ
け
で
も

結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
主
な
活
動
内
容
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導（
主
に
高
齢
者
の

方
々
や
小
学
生
に
指
導
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
）、
各
種
研
修
会
へ

の
参
加
な
ど

●
報
酬
／
1
回（
1
日
）５
千
円

●
任
期
／
2
年
以
内

●
申
込
期
限
／
2
月
28
日
㈮

【
問
合
せ
】ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
９
０

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

●
場
所
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ

オ
ン
２
階
ホ
ー
ル

●
受
付
／
13
時
～
13
時
20
分
▼
終
了
／
15
時

●
持
ち
物
／
国
保
市
民
課
で
配
布
し
て
い
る

青
色
袋
と
水
色
フ
ァ
イ
ル
（
お
持
ち
の

方
）、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
水
分

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
７

電
気
柵
な
ど
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

仙
北
市
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る

農
畜
産
物
被
害
お
よ
び
人
的
被
害
を

防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、
電
気
柵
な

ど
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
令
和
6
年
度
に
限
り
、

令
和
6
年
4
月
1
日
以
降
の
購
入
分

で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。
雪
解

け
後
の
対
策
と
し
て
購
入
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

●
対
象
品
目
／
野
菜
、
果
樹
、
水
稲

お
よ
び
畜
産
全
般

●
補
助
対
象
経
費
／
原
則
と
し
て
３

年
以
上
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
資

材（
柵
線
、
支
柱
、
導
電
性
防
草

シ
ー
ト
な
ど
）の
導
入
費
用

※
設
置
費
用
、
資
材
な
ど
の
運
搬
費
、

手
数
料
、
消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
は

補
助
対
象
に
含
め
ま
せ
ん
。

●
補
助
率
／
対
象
経
費（
税
抜
）の

１
／
３
以
内（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）※
上
限
額
10
万
円

●
要
件
／

▼
市
内
に
住
所（
農
業
法
人
に
あ
っ

て
は
所
在
地
）を
有
す
る
こ
と

▼
対
象
品
目
を
出
荷
販
売
し
て
い
る

こ
と

▼
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

●
申
込
方
法
／
広
報
令
和
6
年
11
月

号
ま
た
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
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生保内財産区管理会委員一般選挙

　任期満了に伴う生保内財産区管理会委員一般選
挙（定数７人）が令和 7 年３月 4 日㈫に告示、令
和 7 年３月 9 日㈰に投開票と決まりました。

立候補予定者説明会
　次のとおり開催しますので、立候補を予定して
いる方はご出席ください。

日時／２月 13 日㈭　10:00
場所／仙北市役所　田沢湖庁舎 3 階　　　

第 4・5 会議室
立候補資格要件／生保内財産区の区域内に引き続

き３か月以上住所を有する方で、選挙期日 (3 月
9 日 ) までに満 25 歳以上に達する方

生保内財産区の区域内とは／住所表示が田沢湖「生
保内字○○」「刺巻字○○」「潟字○○」「田沢字
先達沢国有林」のいずれかの地域をいいます。

　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録され
ている方
年齢／平成 19 年 3 月 10 日以前に生まれた方
住所／令和 6 年 12 月 3 日以前から引き続き生保内

財産区の区域内に住んでいて、住民基本台帳
に登録されている方

※入場券が届いても、生保内財産区の区域外へ転出（転居）
した場合は投票できません。

※期日前投票ができる期間であれば、転出（転居）届を提
出する前に、期日前投票を行うことができます。

▼ 投票できる方

令和 7 年３月 9日（日）
投票 7:00 ～ 17:00（市内４投票所）

開票 18:00 ～（田沢湖総合開発センター）

投開票予定日時と会場

問合せ／仙北市選挙管理委員会（田沢湖庁舎）
　　　　☎ 43-1150

　入場券が届きましたら、投票場所を必ず確認して
ください。

▼ 当日の投票所

投票区 投票所

石神 石神会館
武蔵野 仙北市民会館
生保内 田沢湖総合開発センター

潟 思い出の潟分校

令和 7 年３月 5日㈬～３月 8日㈯
　投票日当日に仕事などのために投票所へ行くこと
のできない方は期日前投票をご利用ください。

▼ 期日前投票のできる期間

期日前投票所 投票時間

田沢湖総合開発センター 8:30 ～ 20:00

※この選挙では、不在者投票制度を適用していないため、
旅行先の他市町村や病院施設での不在者投票はできませ
んので、あらかじめご承知おきください。

のお知らせ

令和７年４月１日採用の会計年度任用職員を募集します
【問合せ】各募集担当課へお問い合わせください

募集担当課 募集職種 就業の場所 問い合わせ

角館市民センター
事務補助 角館市民センター（角館庁舎）

☎43-3309
事務補助 角館交流センター

まちづくり課 事務補助 田沢湖クニマス未来館 ☎43-3315

国保市民課 保健師 国保市民課（角館庁舎） ☎43-3316

社会福祉課
相談支援員

社会福祉課（角館庁舎） ☎43-2255
就労支援員

包括支援センター 生活支援コーディネーター 包括支援センター（角館庁舎） ☎43-2283

観光課

作業員 市内観光施設

☎43-3352駐車場管理人 市営桜並木駐車場

アルパこまくさ管理人 アルパこまくさ

文化財課

事務補助 河原田家（武家屋敷）

☎43-3384公開武家屋敷等管理人 岩橋家・小田野家・
伝建群管理事務所・旧岡田家

桜保護管理作業員 文化財課（角館庁舎）

建設課 建設機械運転員兼建設作業員 建設課（角館庁舎）、田沢湖庁舎、
西木庁舎のいずれか ☎43-2294

教育委員会
学校教育課

教育支援センター支援員

仙北市内小中学校

☎43-3382

校務員補助

特別支援教育支援員

複式学級指導支援員 仙北市内小学校

部活動指導員（吹奏楽部） 仙北市内中学校

総合学習アドバイザー 北浦教育文化研究所（西木庁舎）

学習資料館・
イベント交流館

事務補助
学習資料館・イベント交流館 ☎43-3333

事務補助（学校図書館支援員）

市立角館総合病院　
総務管理課

臨床検査科事務

市立角館総合病院 ☎54-2111

臨床検査技師

ボイラー技士

医事事務

看護師

市立田沢湖病院
総務管理課 看護師または准看護師 市立田沢湖病院看護科 ☎43-1131

2025-2広報せんぼく

information市 役所からのお知らせ ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　令和７年４月１日採用の会計年度任用職員を募集します。ご興味のある方は、市ホームページで求人情報の詳細を公
開していますのでご確認ください。なお、お問い合わせについては各募集担当課へご連絡ください。

●募集期間／２月20日㈭まで
※令和７年度の予算が未確定な状況での募集のため、予算の成立状況によっては採用を取りやめる場合があります。

●募集内容／次のとおり

ホームページ
（求人情報詳細）→
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教育委員会 学校教育課内��北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA №159
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仙
北
市
教
育
研
究
会「
研
究
大
会
」

西
明
寺
小
・
中
学
校

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第 159 号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

５
月
26
日
市
立
学
校
一
斉
引
き
渡
し
訓
練

（
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願
い
）

仙
北
市
教
育
委
員
会
で
は
３
年
ご
と
に
全
市

立
学
校
一
斉
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
は
そ
の
実
施
の
年
で
す
。

昭
和
58
年
５
月
26
日
発
生
の
日
本
海
中
部
地

震
か
ら
42
年
が
過
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
記
憶
は
、

東
日
本
大
震
災
・
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
な
ど

の
大
地
震
、
ま
た
、
頻
発
す
る
大
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
刻
ま
れ
、
生
命
を

守
る
た
め
の
対
策
の
徹
底
が
強
く
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の
一
斉
引
き
渡
し
訓
練
に
は
子
育
て
推

進
課
、
は
な
さ
き
仙
北
の
協
力
を
得
て
、
市

親子の息の合った演奏の後ろのスク
リーンには「どんな子にも必ずいい
ところがある！」と映し出される瞬
間がありました。家族の絆と成長の
記録の数々が映された貴重なスク
リーンの一コマです。

う
す
い
ま
さ
と

ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク

            　
　

仙
北
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

西小３年生の総合的な学習の
時間では西明寺栗をアピール
するためのミニポスターの
キャッチコピーについて意見
交換がされました。

学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
県
教
育
長
賞
受
賞           

神
代
小
学
校

令
和
６
年
度
秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
学
校
環
境
緑
化
の
部
で
、
神
代
小
学

校
の
取
組
が
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
仙
北
市
教
育
委
員
会
教
育
長

室
で
、
秋
田
県
教
育
庁
南
教
育
事
務
所
仙
北

出
張
所
和
田
英
範
所
長
か
ら
、
神
代
小
学
校

を
代
表
し
て
佐
藤
龍
之
介
さ
ん
・
伊
藤
心
春

さ
ん(

共
に
６
年
生
）に
賞
状
と
副
賞
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
に
際
し
、
和
田
出
張
所
長
か
ら「
神

代
小
学
校
の
取
組
は
世
代
を
超
え
た
伝
統
あ

る
活
動
。
地
域
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
も
ら

い
た
い
」と
の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
須
田
喬
教
育
長
は「
花
を
育
て
る
こ
と

は
心
を
育
て
る
こ
と
。
皆
さ
ん
の
心
の
成
長

が
わ
か
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

賞
状
を
手
に
佐
藤
龍
之
介
さ
ん
は「
こ
れ

か
ら
も
花
の
命
を
大
切
に
し
た
い
」、
伊
藤

心
春
さ
ん
は「
み
ん
な
で
育
て
た
花
壇
で
賞

を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

白岩小学校、煙道体験。各
学校では実際の災害をリア
ルに想定した訓練を繰り返
しています。2次災害を防ぐ
ためにも、引き渡し訓練は
必須です。

神代小学校は「『花のいのち
を育む学園』で輝く子ども』
を目指して、「はきはきとあ
いさつ……」「なかよく助け
合い……」「のぞみを高くも
ち……」と「はなのいのち」
を折句にして、取り組んで
います。

市
内
小
・
中
学
校
教
職
員
は
、
こ

れ
か
ら
の
仙
北
市
を
担
う
自
覚
と
志

に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の
育
成
に
向
け
、

互
い
の
実
践
を
共
有
し
研
修
を
深
め

る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
西
明
寺
小
・
中
学
校
が
授
業
を
公
開

し
、
そ
の
授
業
研
究
協
議
会
を
中
心

に
し
た
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校
で
は「
思
考
を
広
げ

深
め
る
こ
と
の
で
き
る
言
語
活
動
の

工
夫
」を
テ
ー
マ
に
し
て
、「
わ
か
る
授

業
」と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
教
室
が

安
心
し
て
意
見
を
交
換
で
き
る
集
団

と
な
る
よ
う
に
、
実
践
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
西
明

寺
小
で
は
算
数(

２
年
生)

・
総
合
的

な
学
習
の
時
間(

３
年
生)

・
社
会(

５

年
生)

、
西
明
寺
中
で
は
理
科(

１
年

生)

・
道
徳
科(

２
年
生)

の
授
業
が

公
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
っ
き
り
と

自
分
の
考
え
を
話
し
、
そ
れ
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
よ
う
と
話
す
人
を

見
つ
め
る
児
童
・
生
徒
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
へ
向
か

う
姿
か
ら
、
先
生
方
も
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
が
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
家
庭
と
先
生
方
が

連
携
・
協
働
し
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
活
動
す

る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

仙
北
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
研
修（
講
演
）会
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
改
善
を
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
今
年
は「
う
す
い
ま
さ
と

ラ
イ
ブ

＆
ト
ー
ク
」で
楽
し
く
、
深
く
、
子
育
て
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

う
す
い
ま
さ
と
氏
は
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
た

子
の
父
で
あ
り
、
子
の
思
い
、
子
へ
の
思
い
を

歌
で
伝
え
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
す
。

寺
内
タ
ケ
シ
＆
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
の
ボ
ー
カ
ル

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
で
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は「
自
閉
症
の
き
み
の
心
を
さ
が
し

て
～
11
年
の
と
き
を
経
て

～
」と
副
題
が
付
い
て
い

ま
す
。
家
族
へ
の
思
い
と

子
育
て
の
日
々
か
ら
作
っ

た
歌
に
放
送
大
学
を
卒
業

し
た
長
男
直
人
さ
ん
の
フ

ル
ー
ト
演
奏
を
交
え
な
が

ら
、
聴
く
も
の
の
胸
が
熱

く
な
る
お
話
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

家
庭
の
中
で
子
育
て
に

最
も
時
間
を
使
う
人
を
支

え
る
こ
と
、
家
庭
の
明
る

さ
が
地
域
社
会
の
明
る
さ

の
源
に
な
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
て
、
大
き
な
拍
手
の

中
、
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
は

終
演
し
ま
し
た
。

内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
園

の
参
加
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。引

き
渡
し
の
手
順
・
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
が
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
各
校
・
各
園
か
ら
ご

家
庭
に
お
知
ら
せ
が
出
ま

す
。ま

た
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
関
わ
る
企
業
・
事

業
所
の
方
々
に
は
一
斉
引

き
渡
し
に
つ
い
て
の
ご
理

解
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
き

た
く
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30～16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です。

こどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市保健課  ☎43-2252

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
12日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
13日㈭・26日 ㈬ 9:30～・個別面談 (保健師、管理栄養士 )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・サポートプラン作成4日㈫・19日㈬ 13:15～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書��②個人番号カードまたは個人番号通知カード��③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）��④出産応援ギフト申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 2
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

17日㈪ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

3 日㈪・10 日㈪・
17 日㈪・25 日㈫

9:30～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※ 2/17 ㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子の交流の
場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て関連情報の提供、
子育てに関する講習などを実施しています。子育てアドバイザーが
常駐し、明るくゆっくりとした環境を準備してお待ちしていますの
で、どうぞお気軽においでください！さくラッコのイベントはすべ
て無料です。

2
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」お友だち作りや情報交換の場として開放しています。誕生月のお子さん

には粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日10時～15時 開放）2 月の開放日
水曜日　5 日・12 日・19 日・26 日

木曜日　6 日・13 日・20 日・27 日
金曜日　7 日・14 日・21 日・28 日

予約不要 10:30 ～ 11:30「ネームキーホルダー作り」

予約10組

28日金 10:00 ～ 12:00「お昼寝フォト」
0 歳児以上のお子さまも参加可能です！

すくすく成長記録Day

13日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

毎週水曜日

予約不要

予約不要

予約不要

問
合
せ

10:00 ～ 12:00

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する基盤
づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

5日水
19日水
26日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

体を動かして遊ぼう！
栄養士さんに聞いてみよう！
つくって遊ぼう✿おひなさま✿

7日金

21日金

身体測定・こども園で遊ぼう
こども園の生活をしてみよう

12日水
19日水
26日水

ボールプールで遊んでみよう！
ひな飾りを作ってみましょう！
園内を見学してみましょう！

身体測定・好きなおもちゃで遊ぼう

2・3月生まれの誕生会・ひな人形を作ってみよう

5日水
12日水
26日水

こども園で遊ぼう
手づくりおやつを作ろう
ひな飾りを作ろう

※�集いの広場の情報は市ホームページでもご確認い
ただけます。

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

14日金

28日金
ひな人形を作ってみよう
2月生まれのお誕生会

6日木
13日木
27日木

好きなおもちゃを見つけて遊ぼう

毎週水曜はっぴぃルーム

さくラッコCafé

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!
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　受講を希望される方は、平日９時から 17時まで各講座担当の
公民館へお申し込みください。公民館講座受講者募集

　クラフトテープを使ってかごを編む教室を開催しま
す。初心者の方の参加も大歓迎です。

●日時／①2月21日②2月28日③3月14日④3月21日
13時30分～ 15時30分 ( 毎回金曜日 ：全４回 )

●場所／田沢湖総合開発センター
●講師／田口 いう子 氏
●受講料／無料
※但し、クラフトテープの必要な方は材料代1000円
●持ち物／はさみ、メジャー　※クラフトテープ持込可
●定員／ 10人
●申込期間／ 2月3日㈪～ 2月14日㈮
●問合せ／ 田沢湖公民館

　田沢湖公民館を主な活動の場とするサークルの作品
展示のほか、今年度の公民館講座で行った作品の体験
も予定していますので、ぜひご来場ください。
　詳しい時間や体験の内容は、３月号の広報やホーム
ページ、LINE（ライン）でお知らせします。

●開催日／ 3月5日㈬、3月6日㈭、3月7日㈮
●内容／作品展示・ものづくり体験
●場所／田沢湖総合開発センター
●問合せ／ 田沢湖公民館

　こどもから大人まで気軽に楽しめるモルック。初め
ての方も体験したことのある方も、お友だちやご家族、
近所の方を誘って楽しんでみませんか。

●日時／ 2月18日㈫13時30分～ 15時
●場所／田沢湖総合開発センター
●講師／仙北市教育委員会職員
●受講料／無料
●定員／ 12人
●申込期間／ 2月3日㈪～ 14日㈮
●問合せ／ 田沢湖公民館

　年齢や性別を問わず誰でも気軽にできる３Ｂ体操で
冬の運動不足を解消しませんか。

●日時／①2月20日②3月6日③3月13日
10時～ 11時30分（毎回木曜日：全3回） 

●場所／西木総合開発センター
●講師／田口 絹子 氏（公益社団法人 / 日本３Ｂ体操協

会認定指導士）
●受講料／無料
●持ち物／動きやすい服装、汗拭きタオル、飲み物など
●定員／ 20人
●申込期間／ 2月3日㈪9時～定員まで
●問合せ／ 中央公民館

　パティシエが教えるトリュフチョコを作り、バレン
タインにプレゼントしてみませんか。

●日時／ 2月12日㈬
　A コース／ 10時～ 12時
　B コース／ 13時30分～ 15時30分
●場所／旧石黒（恵）家
●講師／門脇 久美子 氏（パティシエ）
●受講料／ 700円（材料代）
●持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具
●定員／ A・Bとも 5人
●申込期間／ 2月3日㈪9時～定員まで
●問合せ／ 角館公民館

テー
マ展
示

テー
マ展
示

　仙北市出身で直木賞作家の西木正明氏の追悼展を開催しています。
2023年 12月に逝去した西木氏は、綿密な取材に基づく小説を多く執筆し、1988年に
直木賞、1995年に新田次郎文学賞、2000年に柴田錬三郎賞を受賞しました。
　また、第 29回国民文化祭あきた 2014の総合プロデューサーや仙北市観光大使など
も務め、地域文化の発展に貢献しました。今回の展示では、昨年２月に寄贈された愛蔵
品や手書き原稿などを公開しています。
 　2月 22日㈯にギャラリートークを開催します。詳しくは 12ページをご覧ください。

▶歪曲済アイラービュ《住野よる》
▶�モナ・リザのニスを剥ぐ《ポール・サン・ブリス／著、
吉田洋之／訳》
▶�崖っぷちの老舗バレエ団に密着取材したらヤバかった《渡
邊永人》
▶�ボーイング 強欲の代償―連続墜落事故の闇を追う―《江
渕崇》
▶セルフィの死《本谷有希子》
▶生きるための読書《津野海太郎》
▶�変見自在　ヒットラーは生きている《高山正之》
▶�能十番―新しい能の読み方―《いとうせいこう／著、ジェ
イ・ルービン／著》
※このほかたくさんの
　新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

▶翳
かげ
りゆく午後《伊岡瞬》

▶�昇華機捜２３５《今野敏》　
▶直木賞を取らなかった男《新堂冬樹》
▶�昭和100年の100人リーダー篇《文藝春秋》　
▶シニアひとり分のラクチンお鍋《村上祥子》
▶ミニマル料理「和」《稲田俊輔》
▶まいにち食べたい体にやさしいお菓子《中村りえ》
▶�おしゃれ防災アイデア帖《Misa》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

　　新着図書を紹介します

『あおくんふくちゃん』
《みやもとかずあき》／講談社

お子さんと一緒に利用できる、泣いても
笑ってもいい時間です♪とことこ

タイム2月
9:00 ～ 12:00

1日 ㈯▼ 15日 ㈯▼8日 ㈯▼

※入場無料玉 手おはなし 箱
2月15日 ㈯

田沢湖図書館
※入場無料

10:00～

「ないた赤おに」

10:00～

いろんなおはなし
いっぱい !

大人もどうぞ

2月1日 ㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

テー
マ展
示

テー
マ展
示

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 2月の
休館日

３日月 、10 日 月 、11 日 火・祝
17 日 月、23 日 日・祝  、24 日 月 、
28 日 金 （整理休館）

2月22日は「猫の日」
です！猫が出てくる
絵本を集めました

2月の
休館日

３日月 、10 日 月 、11 日 火・祝
17 日 月、23 日 日・祝  、24 日 月 、
28 日 金 （整理休館）

2月の
休館日 3 日 月 、10 日 月、17 日 月 、24 日 月

没後一年
追悼西木正明展

【会　期】
開催中～ 3 月 19 日（水）

紙芝居

パネル
シアター 「十二支のおはなし」

ネコづくし

Instagram

おはな
しかい

おはな
しかい

うさぎのみみみうさぎのみみ

『楽しいひとり温泉。ひとり温泉ガイド
最新版2025』《�文藝春秋(CREADue)》

★クイズ・なぞなぞ大会をします
★プレゼントもあります

『雪夢往来』
《木内昇／著》

『牧谿の猿　善人長屋』
《西條奈加／著》

同時開催！ロゼット作り教室

モルック教室 第 10 回田沢湖公民館まつり

トリュフチョコ作り教室３Ｂ体操教室　
～リズムに合わせて楽しく運動しよう～

土曜日は 17時閉館です

フォローお願いします

22日 ㈯▼

　新刊が入っています。

かご編み教室

心 ときめく

キュンとする体験を！

今から始める 
新生活の準備

春の足音もすぐそこ！

ちず・アートの世界へようこそ
～ほっこりと、すこしばかりの

癒しをあなたに…～

※作品例

２月の

生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

学
習
・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110
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保
健
の
お
知
ら
せ

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
こ

こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の

不
安
、
子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

話
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
場
所
・
日
時
／

▼
角
館
庁
舎
／
2
月
3
日
㈪
・
13
日
㈭
（
午

前
の
み
）・
20
日
㈭
（
午
前
の
み
）・

27
日
㈭

▼
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
／

2
月
19
日
㈬
（
午
後
の
み
）

▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西
木
中
央
公

民
館
）
／
3
月
11
日
㈫ (

午
前
の
み)

●
相
談
時
間
／
【
午
前
】
▼
10
時
～
▼
11
時
～

【
午
後
】
▼
13
時
30
分
～
▼
14
時
30
分
～

●
相
談
方
法
／
1
回
50
分
。
面
談
ま
た
は
電

話
（
要
予
約
・
相
談
無
料
※
秘
密
厳
守
）

問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

相
談
を
親
身
に
受
け
止
め
ま
す
！

こ
こ
ろ
の
相
談

笑
い
ヨ
ガ
で
、
心
も・
体
も・
脳
も
健
康
に
！

笑
い
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
え
く
ぼ
の
会
」

心
に
た
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ

と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の

会
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
会
員
が
悩
み
な
ど
を
お
伺
い
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
開
催
時
間
内

の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
▼
2
月
19
日
㈬
▼
10
時
～
14
時

●
参
加
料
／
無
料

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

若
者
の
居
場
所

辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、

家
に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中

で
生
き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の

若
者
が
対
象
で
す
。

一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま

ず
は
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
／
▼
2
月
18
日
㈫
▼
14
時
～
16
時

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●
参
加
料
／
無
料
※
事
前
申
込
不
要

●
主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問
大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

「
え
く
ぼ
の
会
」で
は
、
毎
月
サ
ロ
ン
を

開
催
し
個
人
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
語
っ

て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予

約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
時
間
に
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。

●
日
時
／
▼
3
月
5
日
㈬
▼
13
時
～
15
時
30
分

●
参
加
料
／
１
０
０
円
／
予
約
不
要

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー(

田

沢
湖
病
院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
／
血
圧
測
定
、
健
康
講
話
（
保
健

師
）、
脳
ト
レ
、
手
芸
な
ど

問
保
健
課
☎
43ｰ
２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の「
安
否
確

認
や
困
っ
た
と
き
に
、
駆
け
付
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ

れ
！
」は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
こ
こ
ろ
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
日
時
／
▼
2
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
▼
10

時
～
15
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

(

田
沢
湖
病
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養

相
談
室

●
参
加
料
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム

な
ど

●
相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

料
／
秘
密
厳
守
）

問
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！

健
康
・
介
護
の
お
知
ら
せ

にしき園だより 　第43号　

平均
利用者数

平均
介護度

11月 92.1人 2.69

12月 95.3人 2.69

��面会についてのお願いです。感
染予防のため、ガラス越しでハン
ディインターホンを使用しての面
会になりますのでよろしくお願い
します。利用者様おひとりずつ
の対応となりますので、ご予約
をいただけますとスムーズです。

問  にしき園　☎0187-47-3211

　まだまだ寒い日が続き体調を崩しがちですが、皆さまい
かがお過ごしでしょうか。今回は要介護状態になる要因に
ついてお話しします。
　主な要因は、認知症、脳血管疾患、加齢による衰弱、骨折や
転倒があります。これらを回避することが、これからの介護予
防には重要です。「自分は大丈夫」と思っていても必ず老いは訪
れます。ご家族とともに自分らしく過ごし続けられるように、
一人ひとりが健康寿命を延ばすことを心がけたいものです。
　そのためには栄養バランスのとれた食事を摂り、喫煙やアル
コールを控えめにし、適度な運動をして健康維持に努め、でき
る限り要介護状態にならないよう気をつけていきましょう。

にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に
日常的な医療やリハビリなどを行い、生活機能の
維持向上・在宅復帰をめざす施設です

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が

　
開
催
さ
れ
ま
す
♪

仙
北
市
内
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
総

称
）
が
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
厚
生
労
働
省
が
進

め
て
い
る
認
知
症
施
策
の
一
つ
で
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
な
ど
誰

で
も
気
軽
に
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
の
で

き
る
集
い
の
場
で
す
。
認
知
症
に
関
す
る

相
談
に
も
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
感
染
症
の

状
況
な
ど
に
よ
り
お
休
み
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
カ
フ
ェ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
13
日
に
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
で
開
催

し
た
包
和
花
カ
フ
ェ
で
は
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
、
相
談
し
た
り
、
P
O
L
A
さ
ん

に
よ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
2
月
14
日
に
も
P
O
L
A
さ
ん

に
よ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
が
あ
り

ま
す
（
先
着
順
）。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
月
の
開
催
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

包和花カフェ 包括支援
センター ワンダーモール休憩スペース 43-2283 2月14日㈮

10時～ 12時 無料

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 42-8666 2月16日㈰
9時30分～ 11時30分 100円

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティセンター 55-5449 2月18日㈫ 
14時～ 16時 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-
4136

2月19日㈬
10時～ 12時 300円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームひまわり
地域交流室 55-5272 2月22日㈯

14時～ 16時 100円

包和花カフェ（ワンダーモール）の様子

２
月
の
笑
い
の
会
で
は
、
笑
い
ヨ
ガ
認

定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
伊
藤
晴
美
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
開

催
し
ま
す
。
笑
い
に
ヨ
ガ
の
要
素
や
、
呼

吸
法
、
軽
体
操
、
た
の
し
い
会
話
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
笑
顔
に
な
れ
る
会
で
す
。
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
／
▼
2
月
21
日
㈮
▼
受
付
９
時
40
分

～
10
時
▼
11
時
30
分
終
了

●
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●
内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

●
参
加
料
／
無
料
※
事
前
申
込
不
要

問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２



相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

募
集

イ
ベ
ン
ト

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690 角館町七日町34 ▼芳賀昭範 
☎48-2359 西木町桧木内字松葉161-1

【2月相談所開設日・場所】 ▼ 20日木・角
館交流センター ▼ 26日水・田沢湖総合
開発センター ▼ 28日金・市役所桧木内
出張所

【時間】 13:00 ～ 15:00
【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
2月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日 3 日前
まで予約のご連絡をください。

【日時・場所】 ▼ 12日水 13:00 ～ 15:00・
田沢湖福祉医療センター ▼ 13日 木

13:00 ～ 15:00・ 仙 北 市 社 会 福 祉
協議会角館支所 ▼ 17日 月 10:00 ～
12:00・中央公民館 ▼ 19日水 13:00
～ 15:00・田沢湖総合開発センター 

【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会

▼角館支所 ☎52-1624 ▼田沢湖支所 
☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和7年第2回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理

（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。

【日時】 2月25日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お
気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談
できるよう、秋田弁護士会のご協力をい
ただき、無料法律相談を開催します。

【日時】 2 月 26 日水 13:30 ～
【場所】 角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】 佐々木優弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談 ▼サラ金・ク

レジットなど多重債務のご相談 ▼中小企
業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・
障がい者に関するご相談 ▼交通事故に
関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約
【予約受付時間】 平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】 1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35 
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】 相談に必要と思われる資料が
ありましたらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練

【訓練期間】 ▼①②4月3日木 ～ 9月30
日火 ▼③④4月3日木 ～ 10月31日金

【訓練科・定員】 ①電気設備技術科 /13人 
②ビル管理技術科 /15人 ③溶接クラフ
ト科 /12人 ④建築 CAD 施工科 /12人
※③④は、ビジネススキル講習付き

【訓練時間】 9:30 ～ 15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 2月26日水

【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】 ハローワークに求職申込を

された方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望される方

【問合せ】 秋田職業能力開発促進セン
ター（ポリテクセンター秋田） 訓練課 
受講生支援室 ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

秋田働き方改革推進支援センター
無料相談
　当センターでは、社会保険労務士が無
料で電話・メールでの相談、個別訪問支
援など、ニーズに合わせた支援を実施し
ています。人事、労務、助成金などにつ
いて、お悩み解決のお手伝いをします。

【相談受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談窓口】 秋田働き方改革推進支援

セ ン タ ー ☎0120-695-783ま た は
018-865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

税理士による
無料税務相談会

【 日 時 】 2月15日 土 10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 15:00 ※事前予約制、相談
は1組1時間まで

【場所】 はなび・アム（大仙市大曲大町
7-19）

【申込期間】 2月1日土～ 12日水

【定員】8組（1組2人まで来所可）
【申込・問合せ】 東北税理士会大曲支部 
☎0187-62-0630

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

「手話教室」を開催します
　あいさつや自己紹介など、簡単な手話
を体験してみませんか？

【日時】 2月22日土 13:30 ～ 15:30
【場所】 仙北地域振興局福祉環境部（大仙

保健所） 2階会議室
　（大仙市大曲上栄町13-62）

【定員】 先着15人 ※参加料無料
【申込・問合せ】 秋田県仙北地域振興局

福祉環境部 ☎0187-63-3403

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市シルバー人材センター主催
障子張り講習会のご案内

当センターでは後継者育成を目的に「障
子張り講習会」を開催しています。今年度
も次のとおり開催しますので、会員・一般
市民問わず、興味のある方はぜひご参加く
ださい。なお、一般市民の方は当センター
の入会を希望もしくは検討している方に
限ります。詳細はホームページ（https://
webc.sjc.ne.jp/kitasen/）をご覧ください。

【日時】 3月5日水 9:00 ～ 12:00
【場所】 仙北市シルバー人材センター作業室
【定員】 会員、一般市民合わせて8人程度
【申込期限】 2月28日金

【申込・問合せ】 （公社）仙北市シルバー
　人材センター事務局 ☎ 55-1646

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

県営住宅の入居者募集
【募集住宅】 県営船場町住宅（大仙市大曲

船場町）
【募集戸数】 鉄筋コンクリート造3階建

て 3DK 1戸（平成4年度建設）
【家賃】 3DK 22,500円～
【募集期間】 2月3日月 ～ 10日月

【入居可能日】 3月1日土

【入居条件】 単身可、住宅困窮状況、所
得など（詳しくは、県ホームページま
たはお問い合わせください）

【その他】 期間中に入居希望者がなかっ
た場合、翌月引き続き募集します。

【問合せ】 秋田県仙北地域振興局建設部
建築課 ☎0187-63-3113

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

「太極拳かくのだて」から 
会員募集のお知らせ
　「太極拳かくのだて」は発足 18 年、
会員約 40 人の太極拳サークルです。
　楽しく！健康的に！をモットーに体
力・技術の向上を目指しています。ぜひ
ご一緒に週 1 回気持ちよく体を動かしま
しょう。

【練習日】 毎週水曜日 10:00 ～ 12:00
　（月4回）

【場所】 角館武道館
【講師】 高橋悦子氏（日本武術太極拳連盟

永久公認5段）
【会費】 月1,500円
【申込期限】 2月28日金（2月中見学可）
【申込・問合せ】 赤倉薫 ☎090-5821-

0399

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

公益社団法人秋田被害者支援センター
令和7年度ボランティア
支援活動員募集！

【募集する支援活動員】 約10人
【応募資格】 年齢25歳以上70歳未満の

心身ともに健康で、相談・支援活動に
必要な知識・技能習得のため、約1年
間の研修を受講できる方（性別は問い
ません）

【募集期限】 2月28日金

【申込・問合せ】 公益社団法人秋田被害
者支援センター ☎018-893-5935

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

　歴史ある角館には、代々大切に受け継がれてきた享保
雛や古今雛の古雛をはじめ、角館押絵や土人形のお雛様
が数多く残されています。この雛飾りを巡りながら町歩
きを楽しむ「角館 雛めぐり」を開催します。開催期間中は、
約 40 か所でのお雛様の展示や、雛御膳の提供、雛菓子・
雛関連商品の販売などを行います。また、オープニング
セレモニー、スタンプラリー、角館押絵づくり体験、お
ひなさま似顔絵や案内ガイドなど楽しい企画が満載です。
この季節ならではの町歩きをお楽しみください。

【期間】 2月15日土 ～ 3月3日月

角館 雛めぐり

① オープニングセレモニー　《日時》 2月15日土 10:00 ～　《場所》 外町交流広場
　《内容》 振る舞い餅、案内ガイド、箱ぞり体験など
② スタンプラリー　《期間》 2月15日土 ～ 3月3日月　《料金》 角館神明社御祈祷 角館

雛めぐりスタンプラリー絵馬（木製）１枚300円

④ 角館押絵づくり体験　《日時》 2月15日 土 、22日 土、3月1日 土 各日10:00 ～
15:00受付　《場所》 仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」　《体験料》 1,500円

⑤ 似顔絵 mariko のおひなさま似顔絵　《日時》 2月22日 土 、23日 日、24日 月・祝、
3月1日土、2日日 各日10:00 ～ 16:00（受付は15:00まで）

　《場所》 角館町づくり地域運営体「まち角」　《料金》 1,320円～
⑥ おひなっこ市　《日時》 3月1日土 、2日日 各日10:00 ～

12:00 ※売切次第終了　《場所》 立町ポケットパーク

【問合せ】 仙北市商工会角館本所 ☎54-2304

【主なイベント】

③ 雛めぐり案内ガイド　《日時》 2月15日 土、16日 日、23日 日、24日 月・祝、3月1
日土、2日日 各日13:00 ～　《集合場所》 仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」

　《料金》 2,500円（各施設入館料、お茶代含む）　※各日先着10人（要予約）

【メイン会場】 角館町づくり地域運営体「まち角」

角館雛めぐりの
詳細はこちら→

https://r.goope.jp/hinameguri

「秋田県南冬まつりスタン
プラリー」を開催します
　対象となる県南の冬まつりのスタンプ
を集めて応募すると、スタンプの数に応じ
て県南地域の特産品を抽選でプレゼント。

【対象行事】 ▶上桧木内の紙風船上げ（仙
北市） ▶刈和野の大綱引き（大仙市） ▶
川を渡るぼんでん（大仙市） ▶六郷のカ
マクラ（美郷町） ▶角館の火振りかまく
ら（仙北市） ▶横手の雪まつり かまく
ら（横手市）▶犬っこまつり（湯沢市） 

【賞品】 ▶マスター賞（スタンプ5つ）：
秋田県南地域の特産品1万円相当（1
人） ▶準マスター賞（スタンプ3つ）：
同3千円相当（3人） ▶参加賞（スタン
プ2つ）：同1千円相当（20人）

【問合せ】 秋田県仙北地域振興局総務企
画部地域企画課 ☎0187-63-5114

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

「多重債務相談窓口」の
ご案内
　秋田財務事務所では、借金を抱えお悩
みの方々からの相談に応じています。借
金問題は、さまざまな方法で必ず解決で
きます。一人で悩まずご相談ください。
相談は無料です。お電話のみでも可能で
す。

【窓口】 財務省秋田財務事務所理財課 （秋
田市山王7-1-4 秋田第二合同庁舎）

【時間】 月曜日～金曜日（祝日、年末年始
除く） 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

【相談・問合せ】 秋田財務事務所理財課 
☎018-862-4196（相談専用）

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　「ねんきんネット」は、スマートフォンなどからご自身の年金情報を手軽に確認でき
るサービスです。

【「ねんきんネット」でできる機能】
　▶ご自身の年金記録の確認
　▶将来の年金見込額の確認
　▶「ねんきん定期便」や各種通知書の
　　確認
　▶国民年金保険料口座振替の申出 など
　また、「マイナポータル」と「ねんきんネット」を連携してさらに便利に利用できます。

「マイナンバーカード」と「スマートフォン」を使用して、ぜひ次の登録をお願いします。
▶「ねんきん定期便」のペーパーレス化
▶オンラインでの確定申告に使える「公的年金等の源泉徴収票」、「社会保険料（国民年
　金保険料）控除証明書」の電子送付希望の登録

《ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号》 0570-058-555
  050 から始まる電話番号は 03-6700-1144

【問合せ】大曲年金事務所 ☎0187-63-2296

日本年金機構より
「ねんきんネット」ご利用のご案内

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ヒートショックの予防対策について
　暖かい居間から寒い廊下、脱衣所を通って、熱い風呂に入る。このような急激な温度
変化による血圧の変動で心筋梗塞や脳卒中、失神を引き起こすことをヒートショックと
呼びます。また、入浴中に気を失うと、浴槽の中で溺れる事故が多くなります。時間が
経ってから発見され、「もっと早く見に行っていれば…」というご家族の声を多くの救
急隊員が耳にしています。ヒートショックは対策・見守りにより、リスクを低減するこ
とができますので、ぜひご家族で実践してくださるようお願いします。

【ヒートショックを防ぐために】
▶入浴前に脱衣所や浴室を暖めておく ▶湯温は 41 度以下、
お湯につかる時間は 10 分までを目安にする ▶浴槽から急に立
ち上がらない ▶食後すぐの入浴や飲酒後、医薬品服用後の入
浴は避ける ▶お風呂に入る前に、同居する家族にひと声かける 
▶家族は入浴中の高齢者の動向に注意する

　出典：政府広報オンライン
　　　「交通事故死の約2倍 ?! 冬の入浴中の事故に要注意！」
　　　（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/202111/1.html）

【問合せ】 角館消防署救急班 ☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

仙北市防犯協会から　特殊詐欺・闇バイトに注意！
　闇バイト（インターネット上で犯罪実行者を募って強盗や殺人、特殊詐欺などの犯罪
を敢行させること）が絡む事件も全国的に多発しており、高校生や大学生などの若者が
安易に闇バイトに募集し、犯罪の実行者になるなど社会問題となっています。
　家や車などの鍵かけを徹底し、犯罪の被害防止に努めるとともに、本人および周囲の
者を闇バイトに募集させないためにも家族や同僚などで声をかけ合い、悩みや不安を相
談しやすい環境を構築するようお願いします。もし、闇バイトに募集してしまったり、
周囲の人が募集してしまった場合には、最悪の事態を防ぐためにも警察に相談してくだ
さい。また、不審者を目撃した場合には警察に通報するようお願いします。
　闇バイトは必ず捕まります。本人の将来や家族のことを考えてください。闇バイトは
絶対ダメです。

【問合せ】 仙北警察署生活安全課 ☎ 53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「あじさいぶらっとサロ
ン」のご案内
　「あじさいの会」は、子どもたちが健
やかに育ち幸せな未来につながるようと
もに考え、語り合いながら歩む仲間です。
親と子の悩みを一緒に考えませんか。プ
ライバシーに配慮します。

【日時】2月12日、26日 10:00 ～ 12:00
　（毎月第2・4水曜日）

【場所】 ちば珈琲店（角館町竹原町）
【参加料】 300円（事前連絡は不要）
【問合せ】 ▼安藤 ☎090-2989-2918 ▼伊

藤 ☎090-3363-4391 ▼千葉 ☎090-
6686-7301（ちば珈琲店）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

冬道ランニング時も注意！
　冬期は、歩道も狭くなっている場合が
あります。ランナーも歩行者です。この
マークを身につけている人を見かけた
ら、ご配慮をお願いします。

【問合せ】 仙北市スポーツ協会 ☎42-8690

　ヘルプマークを知っていま
すか？
　援助が必要な方のための
マークです。外見からはわか
らなくても援助が必要な方が
います。このマークを見かけ
たら、困っているようであれ
ば声をかけるなど、思いやり
のある行動をお願いします。

善意ありがとうございます
【市立角館総合病院へ寄付】
12月受付分　敬称略
◆ 平井友和（兵庫県加古川市）

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
12月受付分　敬称略
◆ 石沢キヌ（岩瀬）
◆ 永山良一（西長野高森）
◆ 佐藤節子（神代字板屋）
◆ 藤原儀英（梅沢字大船）
◆ 阿部徹（小渕野字前田野）
◆ 藤村好正（小渕野字狼渕）
◆ 白岩小学校
◆ 白岩中学校第23期生一同
◆ 角館パッチワーク教室 代表 堀井仙子
◆ ㈱アイルサービス 代表取締役 田山満
◆ ポークランドグループ
◆ コダマ農場 小玉功
◆ ㈱ダイナム

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　介護保険事務所では、地域の皆さんに介護保険制度や介護サービスの利用方法などを
よりよく知っていただくため、職員が直接出向いてお話をしたり、ご意見を伺ったりす
る場として、介護保険出前講座を行っています。

【よくあるご質問】
　▶要介護認定の申請はどのようにしたらいい？サー

　ビスを利用するには？
　▶泊まれるサービスと通えるサービスの種類は？
　▶サービスの利用料は人によって違うの？
　▶納めた介護保険料はどのように使われているの？
　▶介護保険料の段階はどうやって決まるの？
など、どのようなご質問でもわかりやすく丁寧にお話しします。
※重点的に説明してほしい部分などがありましたら、対応しますので申し込み時にお伝

えください。
【対象】 仙北市内（大仙市内・美郷町内）の各種団体、企業や自治会などの団体でお申し

込みください。
※町内会や老人クラブ、婦人会などの地域の会合や、企業の社員研修の場にもお伺いし

ますので、お気軽にお申し込みください。
※介護サービス事業所の研修としてもご活用ください。

【開催時間】 講座の時間は60分～ 90分程度です。
【開催場所】 受講する団体・グループなどで会場をご用意ください。
【申込方法】 開催希望日の2週間前までに、介護保険事務所に電話にてお申し込みくだ

さい。詳しくは、介護保険事務所までお問い合わせください。
※大曲仙北広域市町村圏組合では、ホームページ「OS 介護ネット」を通じて介護保険

に関する情報を公開しています。
　ホームページ「OS 介護ネット（URL：https://www.oskaigonet.or.jp）」

【問合せ】 介護保険事務所 出前講座担当 ☎0187-86-3910

介護保険事務所からのお知らせ

介護保険出前講座のご案内

英語でバレンタインデー
クッキング

　バレンタインデーにちなんだデコクッ
キングや簡単な英単語を使いながら、親
子で楽しく英語に触れてみませんか？英
語初心者の方も大歓迎です。

【日時】 2月15日土 13:00 ～ 15:00
【場所】 角館交流センター
【対象】 年中さん～小学中学年くらいまで

のお子さんとその保護者（先着順・要
予約）

【料金】 大人500円、子ども1,000円
【申込】 詳細は、インスタグラム suisui_

academy をご覧いただくか、お問い
合わせください。

【問合せ】 スイスイアカデミー ☎050-
3154-1080

▼ ▼ ▼ Eventsイベント▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田労働局から
必ずチェック！秋田県
の最低賃金

　すべての産業および労働者に適用され
る「秋田県最低賃金」は、令和 6 年 10
月 1 日から「時間額 951 円」に改定さ
れています。また、特定の産業に適用さ
れる 4 つの「秋田県特定最低賃金」も令
和 6 年 12 月 25 日から改定となってい
ますので、ご確認ください。
　なお、特定最低賃金が適用される事業
所であっても、18 歳未満、65 歳以上、
雇入れ後 6 月未満で技能習得中、清掃な
ど軽易な業務に従事している労働者につ
いては秋田県最低賃金が適用されます。
　詳しくは、秋田労働局賃金室または最
寄りの労働基準監督署までお問い合わせ
ください。

【問合せ】 秋田労働局労働基準部賃金室 
☎018-883-4266

詳細については、こちらから→
▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

キャリアアップ助成金
最低賃金引上げ支援策の
申請をご検討ください
　キャリアアップ助成金（賃金規定等改
定コース）は、非正規雇用労働者の基
本給の賃金規定などを 3％以上増額改定
し、その規定を適用させた場合に助成し
ます。

【問合せ】 秋田労働局 職業安定部 訓練課 
☎ 018-883-0006

キャリアアップ助成金の
詳細についてはこちらから→



松崎スヱノ　　 （105 歳・田沢字春山）

石郷岡顕二　　 （94 歳・生保内字武蔵野）

石橋京子　　　 （78 歳・生保内字武蔵野）

中村テルヨ　　 （94 歳・生保内字武蔵野）

北川富雄　　　 （87 歳・生保内字武蔵野）

三浦善一郎　　 （90 歳・生保内字沼田）

千　チヱ　　　 （108 歳・田沢字耳除）

千　カナメ　　 （89 歳・田沢字開元）

堀川一義　　　 （99 歳・田沢字打野）

千　照子　　　 （89 歳・田沢字高屋）

音川シゲ　　　 （91 歳・田沢字見附田）

羽根川キク　　 （100 歳・田沢字先達）

佐藤正富　　　 （75 歳・小松字城廻）

佐藤勝利　　　 （64 歳・小松字城廻）

金子チヱ　　　 （85 歳・神代字高野）

田中壽子　　　 （88 歳・卒田字大石野）

小山順　　　　 （94 歳・上菅沢）

佐々木次男　　 （75 歳・岩瀬下タ野）

髙橋和宏　　　 （54 歳・中町）

高川トヨ　　　 （83 歳・下中町）

細井新一郎　　 （65 歳・山谷川崎下大場）

仙波ミツ　　　 （87 歳・川原寺前）

太田榮子　　　 （89 歳・小勝田中川原）

千葉良治　　　 （93 歳・西長野熊堂）

鈴木  （87 歳・西長野中泊）

茂木千久美　　 （76 歳・西長野桂渕）

髙橋満喜子　　 （87 歳・雲然碇）

小松馨　　　　 （64 歳・雲然田中）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

47 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 7 年 1 月 1 日現在）

出生
5 人 15 人

死亡 転入 転出
32人

人口 22,857人
（－59）

男 10,617人 （－ 23）
女 12,240人 （－36）

世帯数 10,255世帯 （－ 17）

戸籍の
窓口から
―12月届出分・敬称略―

田沢湖   8,572 人
角　館 10,616 人
西　木   3,669 人

鈴木陽
ひ な た

和太　 （洋介・上菅沢）

笠原絃
いとふみ

文　　 （大輔・上菅沢）

糸井葵
あ お ば

羽　　 （龍太郎・岩瀬下タ野）

小松大
たいせい

晴　　 （竜二・田町上丁）

藤井結
ゆ ら ん

蘭　　 （裕也・小勝田中川原）

2/ 1      ～3/         1  

※表記の価格はすべて税込価格です。

JOGPSNBUJPnおもてなしせんぼく耳より情報

仙北市Χレンμー

より多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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●バスクリン展示協力 日本の名湯 in 田沢湖図書館（田沢湖図書館）

●絵本で読む動物のトリックスター展（田沢湖図書館）

●角館のひな人形展（角館樺細工伝承館 9:00 ～ 16:30）

●第 13 回仙北市総合美術展（平福記念美術館 9:00 ～ 16:30）

●第 13 回仙北市総合美術展 オープニングセレモニー（平福記念
美術館 10:00 ～ ）
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～ ）

２ 　　　　　田口歯科医院（大仙市大曲田町・☎ 0187-63-7117）

３ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

４
５
６

　  7    

８
●白岩城址燈火祭（白岩平城 17:00 ～ 20:00）
● 2025 フリースタイルスキー秋田 ･ 田沢湖 モーグル競技会 モー
グル予選・決勝（たざわ湖スキー場黒森山モーグルコース）
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）

９
● 2025 フリースタイルスキー秋田 ･ 田沢湖 モーグル競技会 デュ
アルモーグル予選・決勝（たざわ湖スキー場黒森山モーグルコース）

　　　　　にしき歯科クリニック（西木町・☎ 0187-47-3855）

１０ ●上桧木内の紙風船上げ（紙風船広場 15:00 ～ ）

１１ ●第 28 回おやま囃子芸能発表会（角館交流センター 9:20 ～
14:40 ）

１２

●中里のカンデッコあげ（桧木内字中里 17:30 頃～ ）
●なろか（田沢湖庁舎前駐車場 18:30 ～ ）
●トリュフチョコ作り教室（旧石黒（恵）家 A コース10:00 ～12:00
／ B コース 13:30 ～15:30）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

１３

●生保内財産区管理会委員一般選挙 立候補予定者説明会（田沢湖
庁舎 10:00 ～ ）
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所
13:00 ～ 15:00）

１４
●角館の火振りかまくら（角館町内各所 18:00 ～ 20:00）
●令和６年度第２回仙北市総合政策審議会（田沢湖庁舎 14:00 ～
16:00）
●包和花カフェ（ワンダーモール 10:00 ～ 12:00）

１５

●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場 10:00 ～
20:00）
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～ ）
●角館 雛めぐり（詳しい時間、場所は 27 ページをご覧ください）

●英語でバレンタインデークッキング（角館交流センター 13:00 ～ 
15:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1日
●〒014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30番地　●TEL 0187-43-1111　●FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity
●URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

１６
●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30）

　　　　　金子歯科クリニック（大仙市大曲丸子町・☎ 0187-63-
7300）

１７ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館10:00 ～ 
12:00）

１８
●モルック教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:00）
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

１９
●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13:30 ～、14:30 ～ ）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00 ）
●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

２０
●３Ｂ体操教室（西木総合開発センター 10:00 ～11:30）
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

２１

●祈りの美術 河正雄コレクション報恩展（平福記念美術館 9:00 ～
16:30 ）
●第 2 回文化財講習会「烏帽子於也を楽しむ④～外町をたどる～」

（角館庁舎 10:00 ～ 11:30）
●かご編み教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30）
●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～11:30）

２２
●没後一年 追悼西木正明展 ギャラリートーク（新潮社記念文学館 
14:30 ～ ）
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●オレンジカフェ（グループホームひまわり地域交流室 14:00 ～ 
16:00）

２３ 　　　　　井関歯科医院（大仙市朝日町・☎ 0187-63-8100）

２４

２５
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）

仙北警察署（10:00 ～ 11:15）
国土交通省角館国道維持出張所（13:15 ～ 16:00）

２６
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

２７ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２８
●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）
●かご編み教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30）
●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
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●絵本で読む動物のトリックスター展 関連ワークショップ（田沢湖
図書館 14:00 ～ 16:00）

No.389

2025

髙橋利彦　　 （64 歳・白岩前郷）

阿部フクヱ　 （96 歳・上桧木内字桁沢）

上杉景次郎　 （91 歳・上桧木内字横枕）

小林ツネ子　 （93 歳・桧木内字吉田）

西村寛子　　 （75 歳・桧木内字相内）

橋本肅子　　 （87 歳・桧木内字畑中）

糸井久良子　 （80 歳・桧木内字松葉）

福岡清藏　　 （95 歳・上荒井字下橋元）

茂木一榮　　 （76 歳・西荒井字塚野腰）

土 2土
おたんじょうおめでとう …氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげます …氏名（年齢・住所）

木

金

土

日

月

火

水

金

木

～ 3 月16日まで

日

休日歯科 ：休日歯科当番医（診療時間：9:00～ 12:00）休日歯科

休日歯科

水

休日歯科

土

月

火

水

休日歯科

献　血

～16日まで

～ 3 月16日まで

～ 3 月30 日まで

～ 3 月30 日まで

～13日まで

～ 3 月3日まで

P10

P10

P10

P10

P10

P10

P12

P12

P12

P12

P13

P13

P13

P13

P13

P16

P16

P17

P19

P20

P20

P22

P22

P22

P22

P22

P23

P23

P23

P23

P23

P23

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P25

P25

P25

P25

P25

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P27

P28

P28

P28

P13

休日歯科

金

木

土

日

月

火

土

日

月

火

木

金

水

土

「温泉休業」について
大浴場内の天井塗装工事のため令和7年1月7日㈫～3月31日㈪
まで「温泉営業を休業」させていただきます。
ご宴会、レストラン、温泉プール、売店は通常通り営業しております。

 「特別企画」開催決定！  2 月15 日㈯～ 17 日㈪
入浴回数券特別価格販売＆温泉プール回数券特別販売決定！
▶入浴回数券 12枚綴り通常5,000円 → 1冊4,000円（有効期限
なし）
▶温泉プール 12枚綴り4,800円分 → 1冊4,000円

　（有効期限:令和8年3月31日）
各企画の詳細はホームページまたはお電話でお問い合わせください。

ク 西木町門屋字屋敷田83-2　☎47-2010
時6:00～21:00リオン

角館町西長野古米沢30-19 ☎ 55-5888
8:30～21:30

入湯回数券割引販売 2 月15 日㈯　※温泉棟限定販売
販売時間：午前10時～午後7時まで
通常販売価格1冊2,500円を、5冊1セット10,000円にて販売。
おひとり様、最大10セットまで。
秋田県在住者限定プラン ～ 4 月10 日㈭まで
▶1泊朝食付プラン　 7,500円
▶1泊2食プラン　　10,500円
きりたんぽ鍋・鶏塩鍋・赤魚鍋の中から選択できます。

▶1泊3食プラン　　12,500円　チェックアウト12時
きりたんぽ鍋・鶏塩鍋・赤魚鍋の中から選択できます。
翌日の昼食は、うどんまたはそば。

※休前日1,100円追加。2名様以上でお申し込みください。

花 葉館

あったか鍋フェア　※要事前予約
レストラン「サラート」にて2月15・16・22・23・24日の5日間。
お食事＋ハーブティーバーセット　おひとり様 3,500円

 地鶏山の芋きりたんぽ鍋セット 予約受付中！
贈答品としても喜ばれる田沢湖の郷土料理をご賞味ください。
2人前　5,400円（税込）／4人前　8,500円（税込）
※送料・手数料は別途になります。

 2 月は冬季営業のため土・日・祝日のみの営業となります。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前78　☎43-2424
時【冬季】土日祝10:00～16:00ハ

東風の湯回数券割引販売  2 月 15 日㈯～ 24 日（月・祝）
日頃ご利用いただいているお客様へ感謝を込めて、東風の湯回数券
の割引販売を行います。
▶30回券通常価格　13,500円 → 10,800円
▶20回券通常価格　 9,500円 → ��7,400円
▶10回券通常価格　 4,500円 → ��3,800円

仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈬
仙北市民入浴料半額にてご利用いただけます。
※仙北市民と確認できるものを持参ください。

 2 月の定休日は12 日㈬・27 日㈭です。
※2月は定休日が変わります。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野111-8 ☎43-2133
時7:00～21:00（受付終了20:00）東

宮家 角館町田町上丁11-1　☎52-2438
時10:00～17:00西

2 月14 日㈮ バレンタインランチ 1,800 円
2 月の休館日は5 日㈬・12 日㈬・19 日㈬・26 日㈬です。
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